




広報なか２月号３

いようであっという
間の二十年でした。

二十歳を迎えるに当たっ
て、私が思い描く大人とは
自分の決めた考えや行動に
後悔することがないよう、
しっかり道筋を立てて考え
られることであると思って
います。また、世界的問題
でもある環境問題にも正面
から向き合い、自分にでき
ることからはじめ、少しで
も地球に優しい心がけがで
きるようにしていきたいで
す。

早が今日のこの日を迎
えることができたの

は、両親や友達、学校の先
生など今まで出会ったさま
ざまな人たちの支えがあっ
たからだと思います。二十
歳になった今、これまでお
世話になった人たちへの感
謝の気持ちとこれから出会
う人への思いやりの心を忘
れることなく、また自分自
身がより責任ある態度や行
動がとれるように心がけて
生活していきたいです。

私

～ interview ～　新成人の誓い 

よいよ私も大人の仲
間入りである。二十

歳なったということで、大
人として恥ずかしくない責
任のある行動、マナーを心
がけたいと思います。そし
て、少しでも社会生活のお
手本となれる大人に近づく
ため、一日一日を今まで以
上に大事にしていきたいで
す。

い 日、これまでたくさ
んの人たちに支えら

れ無事成人を迎えられたこ
とをうれしく思います。こ
れからの目標として、仕事
ではさまざまな分野に携わ
り、一人でも多くの人に感
謝してもられるような一人
前の消防士として、私生活
では、いち早く立派な大人
になれるよう努力していき
たいです。

今
助川和樹さん（平野） 大和田浩之さん（飯田） 星野晃平さん（瓜連） 齋藤香緒理さん（菅谷）

　

第
３
回
那
珂
市
成
人
式
が
１
月　
１２

日
、
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
プ
ラ
ザ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
に
成
人
を
迎
え
る
５
９
０
人

が
式
典
へ
集
い
、
二
十
歳
の
門
出
を
懐

か
し
い
友
人
と
共
に
喜
び
合
い
ま
し

た
。　

　
「
自
覚
と
責
任
」
を
持
っ
た
新
成
人

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
く
夢
や
希
望
の
実

現
に
向
け
、
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。
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珂
市
の
行
政
組
織
は
、
平
成　

年
１

１７

月　

日
の
合
併
を
機
に
新
た
な
組
織

２１

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
３
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
現
在
、
市
の
第
１
次
総
合
計
画
も
策
定

中
で
あ
り
そ
の
基
本
理
念
を
念
頭
に
置
き
、

合
併
時
に
は
見
え
に
く
か
っ
た
面
、
ま
た
、

新
た
な
課
題
等
に
対
応
す
る
た
め
、
行
政
組

織
機
構
の
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
平
成　

年　

月
議
会
定
例
会

１９

１２

に
お
き
ま
し
て
承
認
を
受
け
、
新
た
な
組
織

と
し
て
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

２０

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
新
た
な
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
市
の
財
政
運
営
の
根
幹
で
あ
り
主

要
な
自
主
財
源
で
も
あ
る
税
収
の
確
保
を
図

る
た
め
、
課
税
調
査
、
滞
納
整
理
の
充
実
強

化
に
取
り
組
む
た
め
に
「
収
納
推
進
室
」
を

課
に
昇
格
さ
せ
、「
収
納
課
」
と
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
総
合
計
画
で
謳
う
『
市
の
将
来

像
』
お
よ
び
『
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
』

を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
生
活
に
視
点
を
置

い
た
「
市
民
生
活
部
」
を
設
置
し
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
推
進
す
る
た
め
の
「
市
民
活

動
課
」
を
設
け
ま
し
た
。

　
「
保
健
福
祉
部
」
に
お
い
て
は
、「
福
祉
課
」

と
「
こ
ど
も
課
」
と
、
分
か
り
や
す
い
課
の

名
称
お
よ
び
配
置
を
行
い
、「
国
保
年
金
課
」

は
介
護
保
険
を
含
め
、「
保
険
課
」
と
名
称
を

改
め
ま
し
た
。

　
「
経
済
環
境
部
」
に
お
い
て
は
、
観
光
行

政
、
商
工
業
の
活
性
化
お
よ
び
企
業
の
誘
致

活
動
な
ど
に
重
点
を
置
き
、「
商
工
観
光
室
」

を
課
に
昇
格
さ
せ
「
商
工
観
光
課
」
と
し
、

「
農
政
課
」
と
あ
わ
せ
て
「
産
業
部
」
と
し

ま
し
た
。
な
お
、「
農
村
振
興
課
」
を
廃
し
、

農
業
集
落
排
水
事
業
を
上
下
水
道
部
「
下
水

道
課
」
に
移
行
し
、
下
水
道
事
業
の
一
元
化

を
図
り
、
ま
た
、
農
村
整
備
係
を
「
農
政
課
」

に
移
行
し
農
業
行
政
に
つ
い
て
も
一
元
化
を

図
り
ま
し
た
。

　
「
建
設
部
」
に
お
い
て
は
、「
道
路
整
備

課
」、「
道
路
管
理
課
」
と
「
用
地
管
理
課
」

と
を
再
編
し
、「
道
路
河
川
整
備
課
」
と
「
用

地
管
理
課
」
と
に
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
係
単
位
に
細
分
化
さ
れ
た
組
織
に

つ
き
ま
し
て
は
、
統
合
し
合
理
化
を
図
る
と

と
も
に
、
合
併
に
よ
る
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
有

効
利
用
に
つ
き
ま
し
て
も
、
そ
の
必
要
性
、

利
便
性
な
ど
を
含
め
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

瓜
連
支
所
附
属
庁
舎
の
上
下
水
道
部
の

「
水
道
課
」
と
「
下
水
道
課
」
を
現
在
の
「
瓜

連
支
所
」
に
移
動
。
現
在
の
「
瓜
連
支
所
」

は
、
元
の
常
陽
銀
行
派
出
所
の
あ
っ
た
場
所

へ
移
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
窓
口
を
１
か
所

に
集
約
さ
せ
、
市
民
の
か
た
へ
の
利
便
性
の

向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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那
珂
市
役
所

瓜
連
支
所
庁
舎
平
面
図

◆
水
道
課
・
下
水
道
課
◆

　

附
属
庁
舎
か
ら
移
動

会議室 

会議室 

休憩室 

資料室 

書庫 

倉庫 応接室 教育 
長室 

生涯 
学習課 

学校 
教育課 

２ 階 

瓜連 
支所 

正面玄関 

和室 

ロッカー 
室 

書庫 

印刷室 

水道課 

下水道課 １ 階 

　

変
化
の
激
し
い
時
代
に
あ
っ
て
、
市
が
新

た
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
や
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
多
様
な
要
望
に
こ
た
え
て
い
く
に

は
、
柔
軟
か
つ
機
能
的
な
市
政
運
営
が
大
切

で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
市
は
こ
の
４
月
か
ら
一
部

の
組
織
機
構
の
見
直
し
を
行
い
、
さ
ら
に
市

民
の
立
場
に
立
っ
た
市
政
、ま
た
、迅
速
な
行

政
運
営
に
努
め
る
た
め
の
組
織
と
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上

に
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
り
一
層
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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○市民とともに創る協働のまちづくり
○市民が安全・安心で住みよいまちづくり
○市民がいきいきと暮らし、
　　　　　　　　活力あるまちづくり

　【概要】　
　　　～第１次那珂市総合計画基本骨子～
������

「人にやさしく文化の香り高いまち」「人にやさしく文化の香り高いまち」



広報なか２月号５

１
階

◆
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
◆

　

市
民
相
談
室
内
に
設
置

◆
収
納
課
◆

　
「
税
務
課
」
の
収
納
推
進
室
を
課
に
昇
格

◆
福
祉
課
◆

「
社
会
福
祉
課
」の
社
会
福
祉
係
お
よ
び
保

護
係
な
ら
び
に
「
介
護
福
祉
課
」
の
障
害

者
支
援
係
、
高
齢
者
支
援
係
お
よ
び
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
合
わ
せ
再
編

◆
こ
ど
も
課
◆

「
社
会
福
祉
課
」
の
子
育
て
支
援
係
、
保
育

係
（
児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当
を
含
む
）

お
よ
び
家
庭
児
童
相
談
室
に
再
編
し
、

「
国
保
年
金
課
」で
行
っ
て
い
た
乳
幼
児
や

妊
産
婦
等
の
医
療
費
助
成
（
マ
ル
福
）
事

業
を
移
行

◆
保
険
課
◆

「
国
保
年
金
課
」
の
名
称
を
変
更
し
、「
介

護
福
祉
課
」
の
介
護
保
険
を
移
行

２
階

◆
農
政
課
◆

「
経
済
課
」
の
名
称
を
変
更
し
、「
農
村
振

興
課
」
か
ら
農
村
整
備
係
を
移
行

◆
商
工
観
光
課
◆

　
「
経
済
課
」
の
商
工
観
光
室
を
課
に
昇
格

◆
環
境
課
◆

　
「
生
活
環
境
課
」
の
名
称
を
変
更

３
階

◆
道
路
河
川
整
備
課
◆

「
道
路
整
備
課
」
の
名
称
を
変
更
し
、「
道

路
管
理
課
」
の
維
持
補
修
係
を
移
行

◆
用
地
管
理
課
◆

　
「
道
路
管
理
課
」
の
管
理
係
を
移
行

◆
都
市
計
画
課
◆

　
「
道
路
整
備
課
」
の
公
園
緑
地
係
を
移
行

◆
市
街
地
整
備
課
◆

　
「
道
路
整
備
課
」
の
街
路
係
を
移
行

４
階

◆
企
画
課
◆

「
情
報
政
策
室
」
を
「
市
政
情
報
室
」
に
名

称
を
変
更
し
、
広
報
係
お
よ
び
統
計
係
を

移
行

◆
市
民
活
動
課
◆

新
た
な
課
と
し
て
設
け
、「
総
務
課
」
で

行
っ
て
い
た
自
治
組
織
振
興
事
業（
区
長
・

組
合
（
班
）
長
の
担
当
業
務
）、「
企
画
課
」

で
行
っ
て
い
た
男
女
共
同
参
画
・
市
民
交

流
事
業
等
を
主
な
業
務
と
す
る
。
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那珂市役所庁舎平面図

湯沸室 

書庫 
印刷室 

電算室 

505 
会議室 

504 
会議室 

503 
会議室 

502 
会議室 

機械室 501 
会議室 

機械室 

電話 
交換室 

総務課 財政課 

行政 
資料室 

更衣室 

５ 階 

102会議室 

保険課 
会計課 

機械室 

倉庫 

総合案内 

正面玄関 

101 
会議室 

厚生室 
A

相談室 書庫 守衛室 

収納課 

税務課 

女子 
更衣室 

面談室 

男子 
更衣室 

書類 
発送室 

清掃員 
控室 

厚生室 
B

機械室 
市民課 

市民 
相談室 

こども課 福祉課 

１ 階 

消費生活センター 

203 
会議室 

202 
会議室 

湯沸室 

商工観光課 環境課 
機械室 第 1 

委員会室 
全員協議会室 

議会事務局 正副 
議長室 

議　　場 議員 
控室 

議長 
応接室 

第 2 
委員会室 

吹　抜 

機械室 
201 
会議室 

農政課 
農業 
委員会 
事務局 更衣室 

２ 階 

地域包括支援センター 

湯沸室 

庁議室 
機械室 401 

会議室 
市民 
活動課 

生活 
安全課 

機械室 市長 
応接室 

市長室 副市長室 秘書課 企画課 

市政情報室（企画課） 

更衣室 

４ 階 

湯沸室 

用地 
管理課 

道路河川 
整備課 

機械室 

機械室 
301 
会議室 

市街地整備課 都市計画課 

更衣室 

３ 階 



６

総務係 総務課 

総務係、工務係、管理係、浄配水係 水道課 

業務係、工務係、施設管理係 下水道課 

農地係 農業委員会事務局 

出納係 

総務係、議事係 

会計課 

予防課 指導係、危険物係、地域育成係 

警防課 警防係、消防団係、救急救助係 

通信指令室 第一指令係、第二指令係 

東消防署 

総務係、予防係、警防係、救急係、救助係 西消防署 

総務係、学務・幼保一元化推進係、施設係 

横堀幼稚園、額田幼稚園、菅谷幼稚園、 
菅谷西幼稚園、五台幼稚園、戸多幼稚園、 
芳野幼稚園、木崎幼稚園 

本米崎小学校、横堀小学校、額田小学校、 
菅谷小学校、菅谷西小学校、菅谷東小学校、 
五台小学校、戸多小学校、芳野小学校、 
木崎小学校、瓜連小学校 

第一中学校、第二中学校、第三中学校、 
第四中学校、瓜連中学校 

教育指導係 

教育相談係 

総務係 

学校教育課 

指導室 
教育支援センター 
学校給食センター 
瓜連給食センター 

社会教育係、青少年係 

体育係、施設係 

生涯学習課 

スポーツ振興室 
図書館 
中央公民館 
総合公園 
歴史民俗資料館 
ふれあいセンターよしの 
ふれあいセンターよこぼり 
総合センターらぽーる 
平野コミュニティセンター 

幼稚園 

小学校 

中学校 

総務係 

公民館係 

市史編さん係 

総務係、予防係、警防係、救急係、救助係 
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広報なか２月号７

秘書課 
秘書係 

企画調整係、行政改革係 

市民相談係 

広報係、IT係、統計係 企画課 

総務係、人事係 

市民相談室 

市政情報室 

選挙管理委員会 
監査委員 
固定資産評価審査委員会 

総務課 

財政係、契約管財係、検査係 財政課 

市民税係、固定資産税係 税務課 

収納係、管理係 収納課 

市民係 瓜連支所 

戸籍係、窓口係 市民課 

環境保全係、環境衛生係、廃棄物対策係 
総務係 

環境課 

自治推進係、男女共同参画係、 
国際・市民交流係 市民活動課 

商工係、観光物産係、企業誘致係 商工観光課 

農政係、農業振興係、水田営農係、 
農村整備係 農政課 

那珂聖苑 

原子力安全・防災係、交通防犯係 
生活安全課 消費生活センター 

社会福祉係、保護係、障害者支援係、 
高齢者支援係 福祉課 

地域包括支援センター 

子育て支援係、保育係 

こども課 
家庭児童相談室 
子育て支援センター 
保育所 

総務企画係、成人保健係、母子保健係 
健康推進課 総合保健福祉センター 

しどりの湯 

国保・医療係、介護・年金係 保険課 

用地係、管理係、地籍調査係 
用地管理課 

都市計画係、建築指導係、営繕係、 
公営住宅係 都市計画課 

土地開発公社 

道路改良係、維持補修係、河川係 道路河川整備課 

区画整理係、街づくり係、街路係 市街地整備課 

菅谷保育所、額田保育所 



８

平成１９年第４回那珂市議会定例

会が、１２月４日から１４日までの

１１日間の会期で開催されまし

た。市長提出議案は、条例の一

部改正１５件、平成１９年度補正予

算７件、その他３件、合わせて

２５件です。審議の結果、全議案

について原案のとおり可決され

ました。

■
災
害
時
応
援
協
定
に
つ
い
て

　

災
害
時
に
お
け
る
情
報
の
収
集
お
よ
び

伝
達
を
確
実
に
す
る
た
め
、
市
内
の
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
家
の
協
力
を
得
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、「
那
珂
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｈ

Ａ
Ｍ
ク
ラ
ブ
」
と
災
害
時
応
援
協
定
を　
１０

月
３
日
に
締
結
し
ま
し
た
。

■
消
防
業
務
に
つ
い
て

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
に

つ
き
ま
し
て
は
、　

月　

日
に
「
し
ど
り

１１

２０

の
湯
保
養
セ
ン
タ
ー
」
に
設
置
し
、
市
内

の
公
共
施
設
に
は
合
計　

台
の
設
置
と
な

１１

り
ま
し
た
。

　

消
防
訓
練
指
導
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事

業
所
や
学
校
等
を
対
象
に　

回
行
い
、
２

２２

８
７
３
人
が
参
加
し
、
防
火
防
災
知
識
を

身
に
付
け
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
防
火
意

識
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
普
通

救
命
講
習
会
は　

回
行
い
１
９
８
人
が
修

１４

了
し
、
応
急
手
当
の
普
及
に
努
め
ま
し

た
。

　

８
月　

日
か
ら　

月　

日
ま
で
の
火
災

１７

１１

１１

出
場
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
物
が
２

件
、
林
野
が
１
件
、
そ
の
他
が
１
件
、
合

計
４
件
。
救
急
出
場
件
数
に
つ
き
ま
し
て

は
、
急
病
が
２
２
０
件
、
交
通
事
故
が　
８４

件
、
そ
の
他
が
１
２
４
件
、
合
計
４
２
８

件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

９
月　

日
に
大
子
町
の
大
子
広
域
公
園

３０

で
第　

回
茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

５８

県
北
地
区
大
会
が
開
催
さ
れ
、
那
珂
市
消

防
団
第
２
分
団
第
３
部
が
自
動
車
ポ
ン
プ

の
部
で
優
勝
、
第
８
分
団
第
２
部
が
小
型

ポ
ン
プ
の
部
で
第
３
位
と
好
成
績
を
収
め

ま
し
た
。

　
　

月
２
日
に
那
珂
市
消
防
団
第
８
分
団

１０
第
１
部
と
第
９
分
団
第
２
部
の
消
防
ポ
ン

プ
積
載
車
を
各
１
台
更
新
し
ま
し
た
。

■
都
市
計
画
街
路
に
つ
い
て

　

道
路
改
良
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
西

室
家
中
道
線
を　

月
に
、
瓜
連
駅
南
停
車

１０

場
線
を　

月
に
そ
れ
ぞ
れ
発
注
し
ま
し

１１

た
。

■
上
菅
谷
駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

　

に
つ
い
て

　

上
菅
谷
駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
７
人
の
権
利
者
と
建

物
移
転
補
償
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

■
杉
原
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て

　

杉
原
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
東
地
区
に
お
い
て
５
人
の
権
利

者
と
用
地
買
収
契
約
を
締
結
し
、
道
路
改

良
工
事
を　

月
に
発
注
し
ま
し
た
。
ま

１１

た
、
西
地
区
に
お
い
て
は
、
建
物
工
作
物

補
償
調
査
業
務
委
託
を　

月
に
発
注
し
ま

１０

し
た
。

■
下
菅
谷
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ
い

　

て

　

下
菅
谷
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ
き

第４回定例会

議 会

小宅市長による行政報告

市
長
行
政
概
要
報
告（
一
部
省
略
）



広報なか２月号９

ま
し
て
は
、　

月
に
流
末
排
水
路
工
事
お

１１

よ
び
一
部
道
路
改
良
工
事
が
完
了
し
ま
し

た
。

■
上
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

瓜
連
地
区
の
配
水
管
移
設
工
事
（
第
１

工
区
）
を
８
月
に
、
横
堀
地
区
（
第
５
工

区
）、
下
菅
谷
地
区
（
第
１
工
区
）
お
よ

び
鴻
巣
地
区
（
第
２
工
区
）
の
各
配
水
管

移
設
工
事
を
９
月
に
、
瓜
連
地
区
（
第
５

工
区
、
第
６
工
区
、
第
７
工
区
）
お
よ
び

杉
原
地
区
（
第
１
工
区
）
の
各
配
水
管
布

設
工
事
な
ら
び
に
瓜
連
地
区（
第
２
工
区
）

お
よ
び
向
山
地
区
（
第
１
工
区
）
の
各
配

水
管
移
設
工
事
を　

月
に
発
注
し
ま
し

１０

た
。
ま
た
、
瓜
連
地
区
（
第
３
工
区
）
お

よ
び
向
山
地
区
（
第
２
工
区
）
の
各
配
水

管
移
設
工
事
な
ら
び
に
瓜
連
地
区
配
水
管

布
設
工
事
（
第
８
工
区
）
を　

月
に
発
注

１１

し
ま
し
た
。

■
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

瓜
連
地
区
の
汚
水
管
布
設
工
事
（
第
１

工
区
）
を
８
月
に
、
向
山
地
区
（
第
３
工

区
）、
横
堀
地
区
（
第
２
工
区
）、
下
菅
谷

地
区
（
第
１
工
区
）
お
よ
び
瓜
連
地
区

（
第
２
工
区
）の
各
汚
水
管
布
設
工
事
な
ら

び
に
笠
松
西
地
区
の
実
施
設
計
業
務
委
託

を
９
月
に
発
注
し
ま
し
た
。
ま
た
、
瓜
連

地
区
（
第
３
工
区
）、
向
山
地
区
（
第
４

工
区
、
第
５
工
区
）お
よ
び
杉
原
地
区（
第

２
工
区
）
の
各
汚
水
管
布
設
工
事
を　

月
１０

に
発
注
し
ま
し
た
。

■
敬
老
事
業
に
つ
い
て

　

９
月
７
日
に
百
歳
達
成
者
６
人
を
訪
問

し
、
国
お
よ
び
県
か
ら
の
褒
状
、
市
の
祝

い
金
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
ま

た
、
９
月
２
日
か
ら　

月
３
日
に
か
け
て

１１

敬
老
会
が
８
地
区　

か
所
で
開
催
さ
れ
ま

２７

し
た
。
出
席
率
は
全
体
で
前
年
対
比　

％
２.８

減
の　

・
７
％
で
し
た
。

３５

■
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て

　
　

月
３
日
、「
子
育
て
フ
ェ
ス
タ
」
を
地

１１
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
つ
ぼ
み
」
に

お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

■
那
珂
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

の
設
立
に
つ
い
て

　

虐
待
を
受
け
て
い
る
児
童
な
ど
の
早
期

発
見
と
保
護
、
な
ら
び
に
関
係
機
関
の
円

滑
な
連
携
と
協
力
を
得
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、　

月　

日
に
「
那
珂
市
要
保
護
児

１１

１６

童
対
策
地
域
協
議
会
」を
設
立
し
ま
し
た
。

■
図
書
館
開
館
一
周
年
記
念
事
業
に
つ
い

　

て

　

図
書
館
開
館
一
周
年
記
念
事
業
と
し
て

「
図
書
館
ま
つ
り
」
を　

月
３
日
・
４
日

１１

に
開
催
し
ま
し
た
。
講
演
会
で
は
、
横
須

賀
鎮
夫
名
誉
館
長
と
ゆ
か
り
の
あ
る
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
宮
川
泰
夫
氏
を
お
招

き
し
、
の
ど
自
慢
の
司
会
者
と
し
て
各
地

を
旅
し
、
出
会
っ
た
人
た
ち
と
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
お
は
な
し
会
」
で
は
、
図
書
館
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
幼
児
･
児
童
を
対
象
と

し
て
、
本
の
読
み
聞
か
せ
会
を
行
い
ま
し

た
。

■
女
性
の
翼
派
遣
事
業
に
つ
い
て

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を
目
指
し

て
、
国
際
的
な
視
野
を
広
め
、
地
域
で
積

極
的
に
活
動
で
き
る
人
材
の
育
成
を
図
る

た
め
に
女
性
の
翼
派
遣
事
業
を
実
施
し
ま

し
た
。
派
遣
団
は
、　

月　

日
か
ら　

月

１０

２７

１１

３
日
ま
で
の
８
日
間
の
日
程
で
、
団
員　
１０

人
、
事
務
局
２
人
の
計　

人
の
構
成
で
、

１２

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
で
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
公
共
施
設
の
視
察
お
よ

び
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
女
性
地
位
委
員
会

の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

■
那
珂
市
地
産
地
消
促
進
委
員
会
に
つ
い

　

て

　

那
珂
市
の
農
業
の
振
興
と
市
民
へ
の
安

全
安
心
な
農
作
物
の
供
給
の
実
現
を
図
る

た
め
、
第
１
回
の
那
珂
市
地
産
地
消
促
進

委
員
会
を　

月　

日
に
開
催
し
ま
し
た
。

１１

３０

■
農
業
集
落
排
水
整
備
事
業
に
つ
い
て　

　

鴻
巣
地
区
Ⅰ
期
の
管
路
施
設
工
事
に
つ

き
ま
し
て
は
、
８
月
お
よ
び　

月
に
２
工

１１

区
総
延
長
４
８
８ 
ｍ
を
発
注
し
ま
し
た
。

■
農
業
農
村
整
備
事
業
に
つ
い
て

　

県
単
た
め
池
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
福
田
駒
潜
地
区
の
工
事
を　

月
に
発

１１

注
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
営
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

芳
野
地
区
の
体
験
工
房
建
築
工
事
、
有
ヶ

池
地
区
お
よ
び
門
部
地
区
の
土
地
改
良
工

事
を　

月
に
発
注
し
ま
し
た
。

１０

■
静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

　

ル
フ
場
整
備
に
つ
い
て

　

静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、　

月
に　

１１

１６

ホ
ー
ル
の
コ
ー
ス
整
備
が
完
了
し
ま
し

た
。
な
お
、
オ
ー
プ
ン
に
つ
き
ま
し
て

は
、
芝
養
生
の
た
め
平
成　

年
５
月
を
予

２０

定
し
て
い
ま
す
。

■
パ
ブ
リ
ッ
ク
･
コ
メ
ン
ト
手
続
制
度
に

　

つ
い
て

　

市
政
の
基
本
的
な
政
策
等
の
策
定
の
過

程
に
お
け
る
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向

上
を
図
り
、
市
民
と
の
協
働
の
市
政
推
進

を
図
る
た
め
、　

月　

日
に
那
珂
市
パ
ブ

１１

２２

リ
ッ
ク
･
コ
メ
ン
ト
手
続
に
関
す
る
要
綱

を
制
定
し
ま
し
た
。
第
１
次
那
珂
市
総
合

計
画
基
本
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
、　

月
１２

　

日
ま
で
の
期
間
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
･
コ
メ

２５ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
平
成　

年
度
那
珂
市
表
彰
式
典
に
つ
い

１９

　

て

　
　

月
３
日
、
那
珂
市
表
彰
式
典
を
総
合

１１
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
に
お
い
て
開
催
し
ま

し
た
。
市
自
治
功
労
者
優
遇
規
則
に
基
づ

く
自
治
功
労
者
４
人
な
ら
び
に
市
表
彰
規

則
に
基
づ
く
功
労
者
お
よ
び
善
行
者
合
わ

せ
て　

人
の
個
人
と
２
団
体
を
表
彰
し
ま

４４

し
た
。



１０

Assem
bly

◆条例の一部改正

市行政組織条例の一部を改正する条例／政
治倫理の確立のための那珂市長の資産等の
公開に関する条例の一部を改正する条例／
市放課後学童保育対策事業条例の一部を改
正する条例／市国民健康保険税条例の一部
を改正する条例／市農業委員会の選挙によ
る委員の選挙区設定条例の一部を改正する
条例／余暇活用施設「しどりの湯保養セン
ター」の設置及び管理に関する条例の一部
を改正する条例／市都市計画審議会条例の
一部を改正する条例／市公共下水道条例の
一部を改正する条例／市公共下水道事業受
益者負担金に関する条例の一部を改正する
条例／市水道事業給水条例の一部を改正す
る条例／市税条例の一部を改正する条例／
市手数料条例等の一部を改正する条例／市
職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例／市水道事業の設置等に関する条例の
一部を改正する条例／市企業職員の給与の
種類及び基準に関する条例の一部を改正す
る条例

◆平成１９年度補正予算

市一般会計補正予算（第４号）／市国民健康
保険特別会計（事業勘定）補正予算（第３号）
／市下水道事業特別会計補正予算（第２号）
／市農業集落排水整備事業特別会計補正予
算（第１号）／市介護保険特別会計（保険事
業勘定）補正予算（第２号）／市上菅谷駅前
地区土地区画整理事業特別会計補正予算
（第１号）／市水道事業会計補正予算（第２
号）

◆その他

市道路線の認定について／市道路線の廃止
について／指定管理者の指定について

市長提出議案等（全議案可決）

　第４回定例会において小宅市長から次のとおり平成２０年度予算
編成方針が示されました。

　最近の我が国の経済は、世界経済の着実な回復が続く中、企業
部門の好調さが家計部門へ波及し、民間需要を中心とした景気回
復が続いております。また、先行きについても、原油価格や世界
経済の動向に留意する必要はありますが、物価の安定の下、自律
的かつ持続的な経済成長が実現すると見込まれております。
　こうした中、国においては、本年６月に「経済財政改革の基本
方針２００７」を閣議決定し、平成２０年度予算は、歳出改革を軌道に
乗せる上で極めて重要な予算であるとし、歳出全般にわたり、こ
れまで行ってきた歳出改革の努力を決して緩めることなく、国、
地方を通じ、引き続き最大限の削減を行うとしております。
　また、地方財政につきましては、国の歳出の見直しと歩調を合
わせつつ、地方公務員人件費、地方単独事業等の徹底した見直し
を行うことにより、地方財政計画の歳出規模を引き続き抑制する
とともに、これらの歳出削減努力を踏まえ、地方公共団体の安定
的な財政運営に必要となる地方税、地方交付税等の一般財源の総
額を確保するとしております。
　このような状況下、本市の財政状況は、景気回復を反映した市
税収入の大幅な伸びは期待できず、また、地方交付税についても、
総務省の概算要求では前年度比４．２％減とされており、さらなる
削減が見込まれることから、一般財源の減少は避けられない状況
にあります。
　一方、歳出では、生活保護費などの扶助費の増大に加え、高水
準で推移する公債費や特別会計に対する繰出金の増加が財政運営
の硬直化を招く要因となっております。また、平成２０年度につき
ましては、瓜連中学校整備事業や一中学区コミュニティセンター
建設事業、道路改良舗装事業などに多額の財源を要するほか、小
学校の耐震補強工事が予定されていることから、これまで以上に
大幅な財源不足が生じるものと予想されるところであります。
　このように厳しい財政状況ではありますが、平成２０年度は、現
在策定中である第１次那珂市総合計画のスタートの年であり、市
の将来像に掲げている「人にやさしく文化の香り高いまち」の実
現に向け、各分野における施策を着実に展開していく必要があり
ます。
　このため、平成２０年度の予算編成にあたりましては、これまで
以上に徹底した経費の節減合理化と限られた財源の重点的かつ効
率的な予算配分に徹するものといたします。さらに、行政改革を
積極的に推進し、簡素で効率的な行財政システムの確立を図り、
新しい総合計画に位置づけられた施策の展開に必要な財源の確保
に努めなければならないと考えております。
　行財政を取り巻く現状は大変厳しいものがございますが、これ
らのことを念頭におきまして、施策の厳選を徹底するとともに、
事務事業の必要性、緊急性および費用対効果等について、十分精
査、検証の上、予算を編成してまいります。

平成１９年１２月４日　　　那珂市長　小宅近昭

平成２０年度予算編成基本方針
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地
方
分
権
の
進
展
に
よ
り
、
地
方
公
共

団
体
に
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
柔

軟
か
つ
弾
力
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
体
質

を
強
化
し
、
個
性
的
で
活
力
あ
る
地
域
社

会
の
構
築
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
市
に
お
い
て
は
、
市

税
や
地
方
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付
税
な
ど
の
一
般
財
源
が
減

少
す
る
一
方
で
、
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水
準
で
推
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す
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公

債
費
や
扶
助
費
の
増
大
な
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に
よ
り
、
極

め
て
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
で
は
、
平
成　

年
度
に

１７

「
那
珂
市
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
」を
策

定
し
、
民
間
委
託
の
推
進
や
職
員
の
定
員

適
正
化
、
補
助
金
の
整
理
合
理
化
な
ど
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
分
権
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
行
財
政
基
盤
の
確
立
を
図

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
使
用
料
・
手
数
料
の
改
正
に
つ

い
て
も
、
こ
の
実
施
計
画
に
基
づ
き
行
う

も
の
で
、
自
主
財
源
を
確
保
し
、
自
主
性
・

自
立
性
の
高
い
財
政
運
営
を
進
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

新
料
金
は
、
次
の
よ
う
な
考
え
方
に
基

づ
き
算
定
し
ま
し
た
。

○
料
金
設
定
の
根
拠
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
管

理
運
営
経
費
と
減
価
償
却
費
か
ら
、
手

数
料
に
つ
い
て
は
、
証
明
書
等
の
発
行

に
係
る
事
務
経
費
か
ら
料
金
原
価
を
算

出
す
る
。

○
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
（
受
益

者
）
と
利
用
し
な
い
人
と
の
公
平
性
を

確
保
す
る
た
め
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
性

質
別
に
分
類
し
、
そ
の
分
類
ご
と
に
公

費（
税
）負
担
と
受
益
者
負
担
の
割
合
を

設
定
す
る
。
た
だ
し
、
手
数
料
に
つ
い

て
は
、
受
益
者
個
人
の
必
要
に
よ
り
経

費
が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
受
益
者
負

担
割
合
は
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
。

○
受
益
者
負
担
の
急
激
な
上
昇
を
防
ぐ
た

め
、
上
限
改
定
率
を
設
定
し
、
新
料
金

は
最
大
で
も
現
行
料
金
の　

倍
ま
で
と

１.５

す
る
。

○
受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、

料
金
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
５
年
ご

と
に
見
直
す
も
の
と
す
る
。

改
正
の
背
景
と
目
的

新
料
金
算
定
の
考
え
方

　

平
成　

年
第
４
回
那
珂
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
市
手
数
料
条
例
等
の

１９

一
部
を
改
正
す
る
条
例
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
平
成　

年
４
月
１
日

２０

か
ら
、
公
共
施
設
の
使
用
料
や
証
明
書
な
ど
の
交
付
手
数
料
の
一
部
を
改
正

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
行
政
内
部
の
経
費
の
節
減
・
合
理
化
を
徹
底
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
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�
�
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表の見方
　今回改正する使用料は、表（１１、１２ペー
ジ）のとおりです。各表中、上段が新料金、
下段（　）書きが現行料金を示しています。
　中央公民館や那珂総合公園の一部の区分で
減額となる料金もありますが、おおむね１００
円から３００円の増額となっています。
　なお、各表は市民が利用する場合の料金の
みを記載しています。市民以外のかたが利用
する場合の料金、営利目的で利用する場合の
料金なども改正していますので、詳細につい
ては各担当課にお問い合わせください。

�������
コミュニティセンター 生涯学習課（瓜連支所）

�２９８－１１１１　内線８２８２

９：００～
２１：３０

１７：００～
２１：３０

１３：００～
１６：３０

９：００～
１２：３０

時間
区分

３，６００２，４００１，２００１，２００
集会ホール

ふれあい
センター
よしの

（３，０００）（２，０００）（１，０００）（１，０００）
３，６００２，３００１，２００１，２００

実習室
（３，０００）（２，０００）（１，０００）（１，０００）
１，８００９００６００６００

会議室
（１，５００）（８００）（５００）（５００）
１，８００９００６００６００

研修室
（１，５００）（８００）（５００）（５００）
１，８００９００６００６００和室

（１室につき） （１，５００）（８００）（５００）（５００）
３，６００２，４００１，２００１，２００

多目的室

ふれあい
センター
よこぼり

（３，０００）（２，０００）（１，０００）（１，０００）
３，６００２，３００１，２００１，２００

調理室
（３，０００）（２，０００）（１，０００）（１，０００）
１，８００９００６００６００会議室

（１室につき） （１，５００）（８００）（５００）（５００）
１，８００９００６００６００和室

（１室につき） （１，５００）（８００）（５００）（５００）

（単位：円）

※ふれあいセンターよこぼりのフットサル場およびクロッケー場の使用料につ
いては、現行料金のまま据え置きます。
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中央公民館 中央公民館

�２９８－５６８０
総合センターらぽーる 生涯学習課（瓜連支所）

�２９８－１１１１　内線８２８２

１７：３０～
２１：３０

１３：００～
１７：００

９：００～
１３：００

時間
区分

２，４００１，６００１，６００
会議室Ⅰ

（３，０００）（２，０００）（２，０００）
１，２００９００９００

会議室Ⅱ
（１，５００）（１，０００）（１，０００）
２，４００２，２００２，２００

大会議室
（３，０００）（２，０００）（２，０００）
２，４００２，３００２，３００

和室Ⅰ
（３，０００）（２，０００）（２，０００）
１，２００１，１００１，１００

和室Ⅱ
（１，５００）（１，０００）（１，０００）
１，２００１，２００１，２００

学習室
（１，５００）（１，０００）（１，０００）
３，６００３，４００３，４００

講座室
（４，５００）（３，０００）（３，０００）
３，６００２，４００２，４００

視聴覚室
（３，０００）（２，０００）（２，０００）
４，８００３，２００３，２００

調理室
（６，０００）（４，０００）（４，０００）
１，７００１，２００１，２００

美術室
（１，５００）（１，０００）（１，０００）
１５，７００１２，０００１２，０００

集会ホール
（１５，０００）（１０，０００）（１０，０００）

（単位：円）
その他
１時間
当たり

９：００～
２１：００

１８：００～
２１：００

１３：００～
１７：００

９：００～
１２：００

時間
区分

１，３００１３，５００５，４００４，５００３，６００
多目的ホール

（１，１００）（１１，２５０）（４，５００）（３，７５０）（３，０００）
２２０２，２００９００７００６００

教養娯楽室１
（１８０）（１，８５０）（７５０）（６００）（５００）
２２０２，２００９００７００６００

教養娯楽室２
（１８０）（１，８５０）（７５０）（６００）（５００）
２２０２，２００９００７００６００

研修室１
（１８０）（１，８５０）（７５０）（６００）（５００）
１８０１，８００７００６００５００

研修室２
（１５０）（１，５００）（６００）（５００）（４００）
１８０１，８００７００６００５００

研修室３
（１５０）（１，５００）（６００）（５００）（４００）
１８０１，８００７００６００５００

研修室４
（１５０）（１，５００）（６００）（５００）（４００）
２２０２，２００９００７００６００

研修室５
（１８０）（１，８５０）（７５０）（６００）（５００）
３００３，０００１，２００１，０００８００

視聴覚室１
（２６０）（２，６５０）（１，０５０）（９００）（７００）
２２０２，２００９００７００６００

視聴覚室２
（１８０）（１，８５０）（７５０）（６００）（５００）
４５０４，５００１，８００１，５００１，２００栄養指導

実習室 （３６０）（３，７５０）（１，５００）（１，２５０）（１，０００）
１３０１，３００５００５００４００

控室（和）
（１１０）（１，１５０）（４５０）（４００）（３００）
１３０１，３００５００５００４００

控室（洋）
（１１０）（１，１５０）（４５０）（４００）（３００）
２２０２，２００９００７００６００

創作活動室
（１８０）（１，８５０）（７５０）（６００）（５００）

（単位：円）

※附属設備器具の使用料については、現行料金のまま据え置きます。

那珂総合公園

１７：３０～
２１：００

１３：００～
１７：００

９：００～
１２：００

時間
区分

７００７００５００
１／８面

ア
リ
ー
ナ

（７５０）（７５０）（５００）
１，５００１，５００１，１００

１／４面
（１，５００）（１，５００）（１，０００）
３，１００３，１００２，３００

半面
（３，０００）（３，０００）（２，０００）
６，３００６，３００４，７００

全面
（６，０００）（６，０００）（４，０００）

１２０１２０８０
１人当たり

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

（１５０）（１５０）（１００）
２，４００２，４００１，６００

１室
（３，０００）（３，０００）（２，０００）

４８０４８０３６０
１人当たりプ

ー
ル

（４００）（４００）（３００）
４，８００４，８００３，６００

１コース
（４，０００）（４，０００）（３，０００）

生涯学習課スポーツ振興室（那珂総合公園内）
�２９７－００７７

１７：３０～
２１：００

１５：００～
１７：００

１３：００～
１５：００

１１：００～
１３：００

９：００～
１１：００

時間
区分

－１，８００１，８００１，８００１，８００
野球場

（－）（１，５００）（１，５００）（１，５００）（１，５００）
１，９００５００５００５００５００

１面テニス
コート （１，６００）（４００）（４００）（４００）（４００）

７，２００８００８００８００８００
１／４面

多目的
広場

（６，０００）（７００）（７００）（７００）（７００）
１０，８００１，２００１，２００１，２００１，２００

１／２面
（９，０００）（１，０００）（１，０００）（１，０００）（１，０００）
２１，６００２，４００２，４００２，４００２，４００

サッカー場
（１８，０００）（２，０００）（２，０００）（２，０００）（２，０００）

（単位：円） （単位：円）

※卓球台、会議室および器具の使用料については、現行料金のまま据え置き
ます。

屋内運動施設使用料 屋外運動施設使用料
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　今回改正する手数料は、以下の表のとおりです。犬の登録や地籍に関する成果など減額となる料金もありま
すが、おおむね１００円の増額となっています。

担当課現行料金新料金単　位区　　　　　分

市民課

２００円３００円１件につき住民票もしくは戸籍の附票の写し、またはこれらの記
載事項に関する証明交付手数料

１

２００円３００円１件につき住民票の写し広域交付手数料２

２００円３００円１件につき印鑑登録証の交付手数料３

３００円４００円１件につき印鑑登録証の交付手数料（再登録）４

２００円３００円１件につき印鑑登録証明書交付手数料５

２００円３００円１件につき外国人登録原票の写し、または登録原票記載事項証明
書交付手数料

６

２００円３００円１件につき身分に関する証明書交付手数料７

２００円３００円１件につき埋火葬に関する証明書交付手数料８

税務課

２００円３００円１件につき納税に関する証明書交付手数料９

２００円３００円１件につき課税に関する証明書交付手数料１０

２００円３００円１件につき所得に関する証明書交付手数料１１

２００円３００円１枚につき土地または建物に関する証明書交付手数料１２

５００円６００円１件につき土地または建物現況確認証明書交付手数料１３

８００円９００円１件につき住宅用家屋証明申請手数料１４

２００円３００円１件につき図面の閲覧および写しの交付手数料１５

２００円３００円１件につき固定資産課税台帳閲覧手数料１６

２００円３００円１枚につき固定資産課税台帳記載事項証明書交付手数料１７

環境課※

２，０００円１，６００円１頭につき犬の登録手数料１８

１，０００円１，２００円１頭につき犬の鑑札の再交付手数料１９

４００円５００円１頭につき狂犬病予防注射済票交付手数料２０

２００円３００円１頭につき狂犬病予防注射済票再交付手数料２１

用地管理課

地籍に関する成果の交付手数料２２

　（１）集計表

３００円２００円１筆につき　　①　筆界点座標値一覧表

２００円１００円１枚につき　　②　図根点座標値一覧表

２００円１００円１枚につき　　③　①、②以外の集計表

消防本部

消防関係手数料２３

５００円３００円１件につき（１）危険物製造所等許可書の再交付手数料

２００円１００円１件につき（２）防火対象物台帳の閲覧

２００円３００円１件につき（３）防火管理者修了証の再交付手数料

２００円３００円１件につき（４）り災証明手数料

－２００円３００円１件につきその他諸証明手数料２４

※３月３１日までは生活環境課が担当課です。

���

��
使用料および手数料の改正についてのご質問は
料金の詳細および施設の利用についてのご質問は

　…　財政課まで　�２９８－１１１１　内線５２２
　…　担当課まで　那珂市役所　�２９８－１１１１
　　　　　　　　　市消防本部　�２９５－２１１１



１４

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
改
正
の
理
由

　

今
回
の
改
正
は
、
合
併
協
定
に
よ
り

「
３
年
後
を
目
途
に
調
整
す
る
」と
い
う
取

り
決
め
に
基
づ
い
て
行
い
ま
し
た
。
改
正

に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し

て
、
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
は
、
合

併
前
の
料
金
等
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
同
じ
使
用
量
で
あ
っ
て
も
負
担
い
た

だ
い
て
い
る
金
額
に
違
い
が
生
じ
て
い
る

現
状
に
あ
り
、
ま
た
、
水
道
・
下
水
道
と

も
に
合
併
と
同
時
に
事
業
を
統
合
し
、
一

つ
の
事
業
体
と
し
て
運
営
を
行
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
負
担
の
平
等
性
や
公
平
性
を

確
保
す
る
た
め
、
旧
町
区
域
で
異
な
っ
て

い
た
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
に
つ
い

て
統
一
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
第
４
回
那
珂
市
議
会
定
例
会

１９

に
お
い
て
、
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の

統
一
に
関
連
す
る
条
例
改
正
案
が
可
決
さ

れ
、
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
が
改
正
と

な
り
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
は
、
合
併
協
定
に
基
づ
く

も
の
で
、
こ
れ
ま
で
「
旧
那
珂
町
区
域
」
と

「
旧
瓜
連
町
区
域
」
で
異
な
っ
て
い
た
も
の

が
、
水
道
・
下
水
道
と
も
に
「
旧
那
珂
町
区

域
」
に
統
一
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

平
成　

年
４
月
使
用
分（
６
月
請
求
分
）か
ら

２０
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

�
�
�
�
�
�
�

■
水
道
料
金
の
算
定
に
つ
い
て

　

水
道
事
業
は
独
立
採
算
制
の
企
業
会
計

と
な
っ
て
お
り
、
経
営
の
安
定
や
健
全
経

営
に
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
改
正
に
当
た
っ
て
は
今
回
の
水

道
料
金
の
算
定
期
間
を
、
平
成　

年
度
か

２０

ら
平
成　

年
度
ま
で
の
５
年
間
と
し
、
そ

２４

の
期
間
の
水
の
需
要
量
を
予
測
し
た
中

で
、
こ
れ
に
必
要
な
維
持
管
理
費
や
今
後

の
事
業
計
画
に
基
づ
い
た
事
業
費
な
ど
の

経
費
を
算
出
し
、
料
金
収
入
な
ど
を
も
っ

て
経
営
が
で
き
る
範
囲
で
水
道
料
金
の
統

一
を
行
い
ま
し
た
。　

水
道
料
金

���������	�

������������	�
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変更ありません
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水道料金

※那珂市では２か月に１度検針を行い、使用水量に応じて水道料金をご負担いただいており
ます。４月検針（２月・３月使用分）分については旧料金（現行の料金）ですが、６月検
針（４月・５月使用分）分からは新料金（改正後料金）となります。

●基本料金（月１０ｔ未満）

引下げ額改正後
料金

現行料金
（旧瓜連町）

２００円１，６００円１，８００円

●超過料金（１０ｔを超えた分）

引上げ額改正後
料金

現行料金
（旧瓜連町）水　量

２０円２００円１８０円１ｔ増すごとに

●メーター使用料

１００mm７５mm５０mm４０mm３０mm２５mm２０mm１３mm口　　径

２，０００円１，３９０円１，０７０円２２０円１８０円１２０円１１０円７０円現行料金（旧瓜連町）
２，８４０円１，９８０円１，７２０円３２０円３００円１８０円１６０円８０円改正後

●毎月の水道料金の比較（水量は平成１８年度１世帯ごとの平均使用水量）

差　　額改正後料金現行料金
（旧瓜連町）比　較　条　件

月５０円の増４，０８０円４，０３０円口径１３mmで２２ｔ使用した場合
月９０円の増４，１６０円４，０７０円口径２０mmで２２ｔ使用した場合

�
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�
�
�
�
�
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�
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�
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※
旧
那
珂
町
区
域
に
お
住
ま
い
の
か
た
に
つ
き
ま
し
て
は
、

　

今
回
の
改
正
に
伴
う
料
金
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

●水道メーターの検針および料金統一の日程等
６月検針

（６月１日～１０日）

▼

４月検針
（４月１日～１０日）

料金統一日
▼

２月検針
（２月１日～１０日）

▼
（４月・５月使用分）（２月・３月使用分）

新料金（旧料金）



広報なか２月号１５

　

今
後
と
も
水
道
事
業
は
経
営
の
安
定
化

を
図
る
た
め
、
計
画
的
か
つ
効
率
的
に
事

業
を
進
め
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
全
な
水

を
安
定
し
て
供
給
す
る
こ
と
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
使
用
者
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
下
水
道
使
用
料
の
算
定
に
つ
い
て

　

下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
合
併
時

の
協
議
会
の
中
で
、
事
業
計
画
等
を
考
慮

し
検
討
が
行
わ
れ
て
お
り
、「
３
年
後
を

目
途
に
那
珂
町
の
使
用
料
体
系
に
統
一
す

る
」
と
の
取
り
決
め
が
さ
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
今
回
、「
旧
那
珂
町
区
域
」
の
下

水
道
使
用
料
に
統
一
し
ま
し
た
。

　

下
水
道
事
業
は
、
平
成　

年
度
末
の
普

１８

及
率
が
約　

％
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も

４１

建
設
工
事
や
維
持
管
理
な
ど
大
き
な
支
出

が
伴
う
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
生
活
環
境

の
向
上
や
衛
生
的
な
生
活
を
送
る
上
で
必

要
な
整
備
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
市
全
域
が

供
用
で
き
る
ま
で
に
は
ま
だ
時
間
は
か
か

り
ま
す
が
、
今
後
と
も
よ
り
一
層
の
経
費

削
減
と
経
営
の
効
率
化
を
進
め
る
と
と
も

に
、
下
水
道
の
さ
ら
な
る
普
及
促
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道
使
用
料

　

冬
季
は
水
道
管
の
凍
結
や
破
裂
の
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
メ
ー
タ
ー
の
場

所
を
確
認
の
上
、
次
の
対
策
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
凍
結
に
よ
る
破
損
を
防
ぐ
た
め
に

　

屋
外
の
露
出
し
た
水
道
管
や
蛇
口
を

保
温
材
等
で
防
寒
し
て
く
だ
さ
い
。

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
な
ど
の
保
温
材
等
を
入
れ
て
、
メ
ー

タ
ー
お
よ
び
水
道
管
を
保
護
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
水
道
管
が
凍
結
し
た
と
き

　

気
温
の
上
昇
に
よ
り
自
然
に
解
凍
す

る
の
を
待
つ
か
、
凍
っ
て
し
ま
っ
た
部

分
に
タ
オ
ル
な
ど
を
被
せ
て
、
ゆ
っ
く

り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
溶
か
し
て
く

だ
さ
い
。（
急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
破

裂
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。）

◆
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
バ
ル

ブ
を
閉
め
、
水
を
止
め
た
後
に
、
那
珂

市
水
道
事
業
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

市
水
道
課
管
理
係（瓜

連
支
所
附
属
庁
舎
）

�
２
９
６
・
１
９
４
１（
直
通
）

休
日
・
夜
間
緊
急
連
絡
先

�
２
９
５
・
２
４
５
１（
木
崎
浄
水
場
）

�
２
９
６
・
２
１
３
１（
瓜
連
浄
水
場
）
���������	
��
�����������

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

� � �
������

下水道使用料

【下水道使用料統一の日程等】
　那珂市では、下水道使用料は、原則的に上水道の使用料を元に算出しておりますので、メーター検針や使用料統一の
日程等は水道と同様です。

●改正下水道使用料
超過料金

排除汚水量１０m3を超える量１m3につき基本料金（１月につき）

料　　金排除汚水量料　　金排除汚水量
１４７．０円１０m3を超え２０m3まで

１，４７０円１０m3まで
１５７．５円２０m3を超え３０m3まで
１６８．０円３０m3を超え５０m3まで
１７８．５円５０m3を超え１００m3まで
１８９．０円１００m3を超えるもの

問
い
合
わ
せ
／

水
道
料
金
に
関
す
る
こ
と

水
道
課
総
務
係
（
瓜
連
支
所
附
属
庁
舎
）

�
２
９
８
・
１
１
１
１　

内
線
８
３
６
７

下
水
道
使
用
料
に
関
す
る
こ
と

下
水
道
課
業
務
係（
瓜
連
支
所
附
属
庁
舎
）

�
２
９
８
・
１
１
１
１　

内
線
８
３
７
３

●現行と改正の使用料比較（対象：旧瓜連町区域）

差　額
現行料金　基本料金

＋超過料金
超　過　料　金基本料金

（１月）汚水量
旧瓜連町１m3につき汚　水　量

－１０５円１，５７５円１，４７０円

１，４７０円

１０m3

－２１０円３，１５０円２，９４０円１４７．０円１０m3を超え２０m3まで２０m3

－１２６円３，４８６円３，３６０円１５７．５円２０m3を超え３０m3まで２２m3

－２１０円４，８３０円４，６２０円１５７．５円２０m3を超え３０m3まで３０m3

－２１０円８，４００円８，１９０円１６８．０円３０m3を超え５０m3まで５０m3

－３１５円１７，８５０円１７，５３５円１７８．５円５０m3を超え１００m3まで１００m3

※太枠欄中の汚水量２２m3は、平成１８年度の１世帯ごとの月平均汚水量です。



１６

　

公
共
下
水
道
整
備
は
、
平
成　

年
、
有
識
者
や
地
区
代
表
者
に
よ
る
公
共
下
水
道

１８

事
業
審
議
会
を
組
織
し
ま
し
た
。
市
長
の
諮
問
を
受
け
、
会
議
を
数
回
開
催
し
、
既

認
可
区
域
整
備
後
の
整
備
優
先
区
域
（
次
期
整
備
優
先
区
域
）
に
つ
い
て
検
討
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

協
議
の
中
で
は
、
整
備
コ
ス
ト
だ
け
で
な
く
、
地
区
特
性
等
に
も
配
慮
す
る
こ
と

と
し
、
地
区
ご
と
の
比
較
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
市
長
へ
答
申
し
、
平
成　
１９

年
第
４
回
那
珂
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
次
期
整
備
優
先

区
域
と
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
回
表
示
さ
れ
て
い
る
区
域
は
、
優
先
的
に
整
備
を
進
め
て
い
く
区
域
で
す
が
、

事
業
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
都
市
計
画
法
お
よ
び
下
水
道
法
の
法
手
続
を
進
め
、

国
の
認
可
を
受
け
て
か
ら
設
計
・
工
事
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
整
備
事
業
は
、
大
変
に
費
用
と
時
間
の
か
か
る
事
業
と
な
っ
て
い
ま

す
。
市
と
し
て
も
、
コ
ス
ト
削
減
を
進
め
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
一
日
も
早
い
公
共

下
水
道
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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１８

■問い合わせ

　那珂市体育指導委員会

　（生涯学習課スポーツ振興室）

　�２９７－００７７

� �
����
� � �

　

市
町
村
に
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
に
基
づ

き
、
体
育
指
導
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
那
珂
市
で
は
、　

人
の
委
員
が
地

２４

域
の
推
薦
を
基
に
市
か
ら
非
常
勤
公
務
員

と
し
て
委
嘱
を
受
け
て
、「
市
民
の
心
身

の
健
全
な
発
達
と
保
持
・
増
進
」「
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
任
期
は
２
年
間
で
す
。

　

委
員
会
で
は
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
目
指

し
て
、
今
年
度
か
ら
文
部
科
学
省
か
ら
示

さ
れ
た「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

の
設
立
を
目
指
し
ま
す
。「
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」と
は「
多
世
代
」、「
多

種
目
」
で
地
域
の
皆
さ
ん
が
会
員
を
募
っ

て
自
主
運
営
す
る
新
し
い
地
域
ス
ポ
ー
ツ

の
仕
組
み
で
す
。

　

今
年
度
か
ら
文
部
科
学
省
か
ら
委
託
事

業
と
し
て
認
定
さ
れ
、「
那
珂
市
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
員

会
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
名
は

「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ひ
ま
わ
り
」
と
し
て
、

軽
ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
体
操
教
室
、
ス
キ
ー

教
室
等
を
計
画
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

毎
日
の
生
活
を
楽
し
く
健
康
に
過
ご
す
た

め
に
、
た
く
さ
ん
の
事
業
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
に
開
催
し
た
フ
ァ

ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
、
軽
ス
ポ
ー

ツ
教
室
、
健
康
体
操
教
室
、
健
康
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
教
室
を
紹
介
し
ま
す
。
市
民
の
皆

様
の
健
康
に
関
す
る
意
識
を
高
め
て
い
た

だ
き
、「
健
康
の
街
・
那
珂
市
」
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

　

７
月
１
日
、
瓜

連
体
育
館
で
フ
ァ

ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。
京
都
府
長
岡
京
市
が
考
案
し

た
ス
ポ
ー
ツ
で
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
ダ
ブ

ル
ス
コ
ー
ト
を
使
い
、
３
人
対
３
人
で
対

戦
す
る
だ
れ
で
も
手
軽
に
楽
し
め
る
面
白

い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
当
日
は　

人
が
参
加

３４

し
、
楽
し
く
汗
を
流
し
ま
し
た
。

体
育
指
導
委
員
と
は

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を

目
指
し
て

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

��������	
	

ファミリーバドミントン教　室
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健　康ウォーキング教　室

�����
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健康体操
教　室
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８
月　

日
、
那
珂

２５

総
合
公
園
で
行
わ
れ

た
「
な
か
ひ
ま
わ
り

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２

０
０
７
」
の
共
催
と

し
て
、
ア
リ
ー
ナ
で

軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。
ス

ポ
ー
ツ
吹
き
矢
、
マ
グ
ダ
ー
ツ
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
ゴ
ル
フ
、
ス
カ
イ
ク
ロ
ス
、
輪
投
げ

な
ど
、
す
べ
て
手
軽
に
で
き
る
種
目
で
構

成
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
老
若
男
女
約
６

０
０
人
の
参
加
が
あ
り
、
大
変
盛
況
に
開

催
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
放
送
す

る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
市
中

１１

１７

央
公
民
館
集
会
ホ
ー

ル
で
健
康
体
操
教
室

を
開
催
し
、　

人
の

５１

参
加
者
が
ピ
ラ
テ
ィ

ス
と
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

を
行
い
ま
し
た
。

　

ピ
ラ
テ
ィ
ス
と

は
、
身
体
の
深
部
に
あ
る
背
骨
や
骨
盤
を

支
え
る
筋
肉
を
鍛
え
る
運
動
で
、
身
体
の

ゆ
が
み
が
改
善
さ
れ
、
骨
と
筋
肉
が
あ
る

べ
き
と
こ
ろ
に
つ
き
、
全
身
の
バ
ラ
ン
ス

が
良
く
な
り
ま
す
。

　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
と
は
、
有
酸
素
性
運
動

の
代
表
的
な
運
動
で
、
心
臓
へ
の
負
担
が

少
な
い
、
消
費
カ
ロ
リ
ー
が
高
い
な
ど
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
　

月　

日
、
那
珂

１２

１２

総
合
公
園
で
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

を
開
催
し
、　

人
の

３２

参
加
者
は
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
体
験
し
ま
し

た
。

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
は
、

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
よ
う
に
両
手
に

持
っ
た
２
本
の
ポ
ー
ル
を
使
っ
て
歩
く
北

欧
発
祥
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
、
上
半
身
も

使
う
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。
ポ
ー
ル
を
突

く
分
、
ひ
ざ
に
か
か
る
体
重
の
負
担
が
軽

く
な
り
、
中
高
年
者
も
無
理
な
く
で
き
、

か
つ
上
半
身
の
運
動
量
が
増
え
る
た
め
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
普
通
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
２
割
増
し
で
す
。
数
年
前
か
ら
国
内

で
急
速
に
普
及
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

健
康
体
操
教
室

�
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健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
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　文部科学省のスポー

ツ振興法の規定に基づ

き、「いつでも」「どこ

でも」「いつまでも」ス

ポーツに親しむことが

できる生涯スポーツ社

会の実現を目指してい

ます。

　２０１０年までに、全国

の各市町村において少

なくとも一つは総合型

地域スポーツクラブを

育成することを目指し

ています。そのために

現在、総合型地域ス

ポーツクラブの全国展

開を行っています。

�������	
���

���������

�����

軽スポーツ
教　室� � � � �

� � � � � � �



２０

　

新
春
恒
例
の
「
平
成　

年
那
珂
市
消
防
出
初
式
」
が
１
月　

日
、

２０

１３

那
珂
総
合
公
園
多
目
的
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
消
防
本
部

や
消
防
団
、
自
衛
消
防
隊
、
婦
人
（
女
性
）
防
火
ク
ラ
ブ
な
ど
が

参
加
し
、
地
域
防
災
へ
向
け
、
士
気
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
永
年
勤
続
功
労
者
や
、
優
良
分
団
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

市
内
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
（
市
立
幼
稚
園
８
園
）
の
子
ど
も
た
ち

の
か
わ
い
ら
し
い
踊
り
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

■茨城県知事表彰

永年勤続功労章を授与する職団員（３０年以上）

市消防団第３分団第１部部長　大内俊秀／市消防団第３分
団第２部団員　樫村紀男／市消防本部消防司令長　根本榮
永年勤続功労章を授与する職団員（２０年以上）

市消防団第４分団第２部団員　寺門徹／市消防団第４分団
第２部団員　稲田守／市消防団第８分団第１部部長　先�
光／市消防団第８分団第１部班長　柏正裕／市消防団第８
分団第２部団員　寺門司農夫／市消防団第８分団第３部班
長　樫村満／市消防団第８分団第３部団員　樫村良夫／市
消防団第８分団第３部団員　高畠孝／市消防本部消防司令
補　寺門薫／市消防本部消防司令補　寺門弘文 
消防功労民間優良消防機関（防火思想の普及）

市下江戸婦人防火クラブ／市若宮婦人防火クラブ
■茨城県消防協会長表彰   

勤続功労章を授与する団員（３０年以上）

市消防団第３分団第１部部長　大内俊秀／市消防団第３分
団第２部団員　樫村紀男 
優良分団表彰

市消防団第９分団   
永年勤続消防職団員妻女に対する感謝状を授与する妻女

市消防団第３分団第１部部長　大内俊秀妻女　大内道子／
市消防団第３分団第２部団員　樫村紀男妻女　樫村ひで子
／市消防本部消防司令長　根本榮妻女　根本陽子

■那珂市消防団長表彰

感謝状を授与する団員（ポンプ車操法の部）

市消防団第２分団第３部（部長　飛田壽人／団員　笹嶋忠
行／団員　島根猛／団員　木野内祐樹／班長　松本隆直／
団員　白水洋市）
感謝状を授与する団員（小型ポンプ操法の部）

市消防団第８分団第２部（団員　寺門光秀／団員　秋山雅
弘／団員　寺門賢一／団員　會澤透／団員　萩谷昭男）

表彰、感謝状を受けたかた（敬称略）
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市政だより 市政だより 
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　前号では、医療制度の改正により、これまで４０歳以上のかたが受けていた「基本健康診査」が「特定健康
診査」（以下「特定健診」）と名称が変わり、各医療保険者（※）によって実施されることについてお知らせ
しました。
　今回は、新しい健診制度が始まることを踏まえて、市で実施する各種健診の実施方法や案内方法について
お知らせします。

�������	
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　特定健診と同時に、介護保険法に基づく生活機能評価を受けることができます。
（ただし、「要支援・要介護」の認定を受けているかたは対象外となり、受診できません。）
　生活機能評価は、介護を必要とする状態になることを予防するためのもので、内容は、「問診、血圧、身体
計測」さらに、これらの結果を基に、必要なかたのみ「心電図、貧血、血清アルブミン検査」を実施します。
６５歳以上で、次のページの特定健診を中心に実施する健診の案内方法で、①，③，④，⑦に該当するかたに
は、生活機能評価のチェックリストが健診の案内に同封されます。受診の際は、チェックリストを記入のう
え、健診会場にご持参ください。

�������	


○健康保険証を発行している機関をいいます。
・国民健康保険（国保）や共済組合（公務員など）、
健康保険組合（会社員など）などがあります。
※ご自身の健康保険証をご確認ください。
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○　各種健診（検診）を　�������	
�	�
�　　　に会場を分けて実施します。（下図参照）

　　　　　　　　　　　　������

○　健診の案内は、�������	
���
�
������ になります。
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・胃がん検診（４０～７４歳）

・大腸がん検診（４０歳以上）

・子宮がん検診（２０歳以上）

������

・乳房超音波（２５～５６歳）

・乳房レントゲン（４０～６５歳）

　（２年に１回）

�������	
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・特定健診（３０歳以上）

・生活機能評価（６５歳以上）

・胸部レントゲン検診（４０歳以上）

・前立腺がん検診（５０～７４歳男性）

・肝炎ウイルス検診（４０歳のみ）
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＊
高
血
圧
、
糖
尿

病
な
ど
生
活
習
慣

病
で
治
療
中
の
か

た
は
対
象
外

今
ま
で
、
健
診
の

案
内
は
届
い
て

い
ま
し
た
か
？

＊
高
血
圧
、
糖
尿

病
な
ど
、
生
活
習

慣
病
で
治
療
中
の

か
た
は
対
象
外

あ
な
た
は
雇
用
さ

れ
て
い
ま
す
か
？

対象地区の日程で健診の案内が届きます。
市で実施する特定健診の該当になりますので、胸部レントゲン
のみ希望しているかたにも「胸部レントゲンの受診券」と「特
定健診受診券」の２枚の受診券が届きます。

�

�

�

健診の案内は届きません。特定健診を含
め、その他の検診を希望されるかたはお申
し込みください。ただし、特定健診につい
ては、医療保険者が発行する｢特定健診受
診券｣が必要ですので加入している医療保
険者にご確認ください。

�

健診の案内は届きません。特定健診は市で
実施する健診では受けられませんので、加
入している医療保険者にご確認ください。
その他の検診を希望するかたはお申し込み
ください。

�

対象地区の日程で胸部レントゲン検診のみの案内が届きます。
特定健診を希望のかたはお問い合わせください。ただし、特定
健診については、医療保険者が発行する「特定健診受診券」が
必要ですので加入している医療保険者にご確認ください。

�

�

健診の案内は届きません。市で実施する特定健診の該当になり
ますのでお申し込みください。

対象地区の日程で、今までどおり希望して
いた健診の内容で案内が届きます。

対象地区の日程で胸部レントゲン検診のみの案内が届きます。
特定健診は市で実施する健診では受けられませんので、加入し
ている医療保険者にご確認ください。

　

歳
代

３０

　
　

〜　
　
　

歳

４０

７４

　

歳
以
上

７５

特定健診を中心に実施する健診（特定健診、胸部レントゲン検診、前立腺がん検診、肝炎ウイルス検診）

　該当する年齢・加入している医療保険によって案内が異なります。該当するところをご覧ください。
平成１９年度に胸部レントゲンまたは基本健診を希望していたかた（４０～７４歳の那珂市国保以外のかたは
胸部レントゲンを希望していたかた）には対象地区の日程で案内が届きますが、前立腺がん検診・肝炎
ウイルス検診を希望するかたは申し込みが必要になります。

�

＊
治
療
中
の
か
た
を
含
む

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
は
？

今
ま
で
、
健
診
の
案
内
は
届
い
て
い
ま
し
た
か
？

は
い

い
い
え

は
い

い
い
え

�

那
珂
市
国
保
以
外

那
珂
市
国
保

被
扶
養
者（
家
族
）

組
合
本
人

胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
ま
た
は
、
基
本

健
診
を
受
診
ま

た
は
希
望
し
て

い
ま
し
た
か
？

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
受
診
ま
た
は
希
望

し
て
い
ま
し
た
か
？

は
い

い
い
え

い
い
え

�

�

�

�

�

�

�

��

��

��

は
い

い
い
え

市で実施する健診は対象外となるため、案内は届き
ません。

健診の案内は届きません。健診を希望するかたはお
申し込みください。

�

�

は
い

い
い
え

は
い

い
い
え

胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
ま
た
は
、
基
本

健
診
を
受
診
ま

た
は
希
望
し
て

い
ま
し
た
か
？��

は
い

い
い
え

�

�

�

�

は
い

い
い
え

�

�

�

�

は
い

い
い
え



広報なか２月号２３

◆申し込み・問い合わせ
○健康推進課 成人保健係 �２９８－１１１１ 内線５３２

（�２７０－８０７１ 直通）
◆問い合わせ
○介護福祉課 地域包括支援センター �２９８－１１１１ 内線２０４
○国保年金課 国保係 �２９８－１１１１ 内線１４５

○来月号では、「健康診

査年間日程表」の活用

方法や、各種健康診査

の個人負担金について

お知らせします。

がん検診（胃、大腸、子宮）

＊がん検診は加入している医療保険に関係なく受診できます。案内方法については下記の該当年齢のと
ころをご覧ください。

�

　
　
〜　　
　
歳

２０

３９

対象となる検診はありません。�男性

女性 胃
・
大
腸
・
子
宮
が
ん
検
診
、
い
ず
れ
か
の

案
内
は
届
い
て
い
ま
し
た
か
？

乳がん検診（乳房超音波検査、乳房レントゲン検査）

＊乳がん検診は加入している医療保険に関係なく受診できます。年齢によって受診できる項目が異な
り、申し込みが必要な検診ですので下記をご覧になりお申し込みください。

�

�

平
成　

年
度
、
乳
房
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を

１９

受
け
ま
し
た
か
？
※

　
乳
房
超
音
波

　

　
　

〜　
　
　

歳

２５

３９
乳房超音波検査が受けられます。
希望されるかたは、お申し込みください。

�

は
い

い
い
え

平成２０年度は乳房レントゲン検査は受けられません。
乳房超音波検査を希望されるかたは、お申し込みください。�

乳房レントゲン・乳房超音波検査が受けられます。
希望されるかたは、お申し込みください。

�

は
い

い
い
え

平成２０年度の検診は受けられません。�

乳房レントゲン検査が受けられます。
希望されるかたは、お申し込みください。

　

乳
房
レ
ン
ト
ゲ
ン

　

　
　

〜　
　
　

歳

５７

６５

乳
房
超
音
波　
　

乳
房
レ
ン
ト
ゲ
ン

　
　

〜　
　
　

歳

４０

５６

※乳房レントゲン検査は２年に１回の受診となります。

　

歳

以

上

４０

�

�

は
い

い
い
え

対象地区の日程で、希望している
検診の案内が届きます。
検診の項目を追加したいかたは、
お申し込みください。

検診の案内は届きません。
検診を希望するかたは、お申し込
みください。
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�

　

国
民
健
康
保
険
は
、
市
民
の
皆
様
が
安

心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
た
め
の
大
切

な
医
療
保
険
制
度
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
安

心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
平

成　

年
４
月
か
ら
制
度
が
見
直
さ
れ
ま
す
。

２０
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

○
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
年
齢

　

会
社
な
ど
を
退
職
し
て
国
保
に
加

入
し
、
被
用
者
年
金
（
厚
生
年
金
な

ど
）
を
受
け
ら
れ
る　

歳
未
満
の
か

７５

た
と
そ
の
被
扶
養
者
は
、
退
職
者
医

療
制
度
で
医
療
を
受
け
ま
す
が
、
平

成　

年
４
月
か
ら
そ
の
対
象
年
齢
が

２０

　

歳
未
満
に
変
わ
り
ま
す
。　

歳
に

６５

６５

な
る
と
、
一
般
の
国
保
の
加
入
者
と

な
り
ま
す
。

平成２０年３月まで

３歳未満　�割

平成２０年４月から

義務教育就学前　�割

平成２０年４月から

退職者医療制度の対象年齢

��歳未満

平成２０年３月まで

退職者医療制度の対象年齢

��歳未満

○
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算

　

制
度
の
創
設

　

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
世

帯
に
介
護
保
険
の
受
給
者
が
い

る
と
き
、
国
保
と
介
護
保
険
の

そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
負
担
限
度
額

を
適
用
後
に
、
両
方
の
年
間
の

自
己
負
担
を
合
算
し
て
一
定
の

限
度
額
（
年
額
）
を
超
え
た
場

合
は
、
そ
の
超
え
た
分
が
支
給

さ
れ
る
高
額
医
療
・
高
額
介
護

合
算
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

国保 ＋ 介護保険
（７０歳未満）

国保 ＋ 介護保険
（７０歳～７４歳）

後期高齢者医療制度
＋ 介護保険

（７５歳以上（一定以上の障害
のあるかたは６５歳以上））

１２６万円〈１６８万円〉６７万円〈８９万円〉６７万円〈８９万円〉現役並み所得者
（上位所得者）

６７万円〈８９万円〉６２万円〈８３万円〉５６万円〈７５万円〉一　　般

３４万円〈４５万円〉
３１万円〈４１万円〉３１万円〈４１万円〉低所得者Ⅱ

１９万円〈２５万円〉１９万円〈２５万円〉低所得者Ⅰ

※平成２０年度については、通常より対象期間が４か月長いので〈　〉内の額を適用します。
ただし、平成２０年８月以降に自己負担が集中している場合等については、通常の負担限度額を適用し
ます。

■高額介護合算療養費の限度額［年額（毎年８月～翌年７月）］

○
義
務
教
育
就
学
前
の
子
ど
も
の

　

自
己
負
担
割
合

　

乳
幼
児
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
は
医

療
費
を
２
割
負
担
に
軽
減
す
る
対
象

年
齢
が
「
３
歳
未
満
」
で
し
た
が
、

平
成　

年
４
月
か
ら
は
「
義
務
教
育

２０

就
学
（
小
学
校
入
学
）
前
」
に
拡
大

さ
れ
ま
す
。

６歳に達する日以降の
最初の３月３１日まで（ ）



広報なか２月号２５

療
養
病
床
に
入
院
し
た
と
き
に

「
食
費
・
居
住
費
」
を
負
担
し
ま
す

　
　

歳
以
上
で
医
療
を
受
け
る
か

７０
た
が
療
養
病
床
に
入
院
す
る
と

き
、
食
費
（
食
材
料
費
・
調
理
コ

ス
ト
相
当
）・
居
住
費
（
光
熱
水
費

相
当
）
の
一
部
を
自
己
負
担
し
ま

す
が
、
平
成　

年
４
月
か
ら
新
た

２０

に　

歳
以
上
の
か
た
も
対
象
と
な

６５
り
ま
す
。

��������

国
保
被
保
険
者
全
員
が　

〜　

歳

６５

７４

で
あ
る
国
保
加
入
世
帯
の
保
険
税

が
原
則
、
年
金
か
ら
の
天
引
き

（
特
別
徴
収
）
に
な
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
国
保
被
保
険

２０

者
全
員
が　

歳
か
ら　

歳
で
あ
る

６５

７４

国
保
加
入
世
帯
の
保
険
税
が
、
原

則
と
し
て
世
帯
主
の
年
金
か
ら
の

天
引
き
に
な
り
ま
す
（
特
別
徴

収
）。

　

た
だ
し
、
世
帯
主
が
国
保
被
保

険
者
で
な
い
場
合
や
年
金
受
給
額

が
年
額　

万
円
未
満
の
場
合
、
介

１８

護
保
険
料
の
天
引
き
と
合
わ
せ
た

額
が
年
金
受
給
額
の
２
分
の
１
を

超
え
る
場
合
は
実
施
さ
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
場
合
は
従
来
ど
お
り
納

付
書
で
保
険
税
を
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
（
普
通
徴
収
）。

平
成　

年
４
月
か
ら
、　

歳
以
上

２０

７０

　

歳
未
満
の
人
の
う
ち
現
役
並
み

７５の
所
得
が
あ
る
人
以
外
は
、
自
己

負
担
が
２
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平

成　

年
４
月
か
ら
平
成　

年
３
月

２０

２１

ま
で
の
１
年
間
は
、
自
己
負
担
割

合
が
１
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

※
平
成　

年
４
月
か
ら
医
療
を
受

２１

け
た
と
き
の
自
己
負
担
割
合
が

２
割
に
な
り
ま
す
。

　
（
一
般
・
低
所
得
者
Ⅰ
・
Ⅱ
）

�����

������

国
保
を
脱
退
し
て
「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
」
に
加
入
し
ま
す

　
　

歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
そ
の
心
身

７５
の
特
性
や
生
活
状
態
な
ど
を
踏
ま
え
て
、

新
た
に
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
創

設
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
老
人
保
健
制

度
で
は
、
国
保
や
会
社
の
健
康
保
険
な
ど

の
医
療
保
険
に
加
入
し
な
が
ら
老
人
保
健

制
度
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
国
保
や
会
社
の

健
康
保
険
な
ど
の
医
療
保
険
か
ら
脱
退
し

て
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
新
た
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
通

信
と
し
て
、
今
年
度
発
行
の
「
広
報
な

か
」
５
月
号
、
７
月
号
、
９
月
号
、　
１１

月
号
、
今
号
２
月
号
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
最
終
回
は
３
月
号
に

掲
載
し
ま
す
。

�������	�

��������
������

���
�����
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　平成２０年４月１日から、７５歳以上のかた（６５歳以上の一定の障害を有するかたで
広域連合が認定したかたを含みます）を対象とする後期高齢者医療制度が始まりま
す。現在加入されている国民健康保険や被用者保険※などの医療保険から脱退して後
期高齢者医療制度へ加入することになりますので、保険料の二重の負担はありません。
※被用者保険とは、政府管掌健康保険、組合管掌健康保険、船員保険および共済組合等の公的医

療保険の総称です。

�������	
��
������������

　後期高齢者医療制度の保険料は、介護保険と同様に、原則
として年金からの天引きとなります（特別徴収）。ただし、次
の条件に該当するかたは、お住まいの市町村からお送りする
納付書により納めていただきます（普通徴収）。
○年金の年額が１８万円未満のかた

○後期高齢者医療制度の保険料と介護保険料の合計額が、年金額

の２分の１を超えるかた

○年度途中で後期高齢者医療制度に加入されたかた

　後期高齢者医療制度の保険料率が平成１９年１１月２９日開催の茨城県後期高齢者医療広域連合議会において決定され
ました。保険料は、介護保険と同様に個人ごとに算定し、定額の均等割と所得に応じて計算される所得割の合計と
なります。また、保険料率は県内一律となり、医療費の動向等を踏まえて２年ごとに見直されます。

保険料について

保険料の納め方

問い合わせ

�������	
��
��
http://www.kouiki-ibaraki.jp/

〒３１１－４１４１　水戸市赤塚１－１　ミオス１階
�３０９－１２１２（制度に関すること）
�３０９－１２１３（保険料に関すること）
FAX　３０９－１１２６

　ただし、所得の低いかたについては、世帯の所得に応じて均等割の７割、５割、２割が軽減されます。また、今
まで被用者保険の被扶養者として保険料を負担していなかったかたについては、資格を得た月から２年間、保険料
は均等割のみとなり、その５割が軽減され、さらに平成２０年度は次のような措置があります。
○平成２０年４月から９月までの半年間は、保険料をいただきません。

○平成２０年１０月から平成２１年３月までの半年間は、均等割の９割が軽減されます。

保険料（年額）
（１００円未満切り捨て）� �

均 等 割

定　額
３７，４６２円

所得に応じて計算
（総所得金額等ー基礎控除３３万円）×７．６０％

所 得 割

（例２）夫婦２人世帯の場合
妻夫（世帯主）
１，３５０，０００１，９２０，０００
１５０，０００７２０，０００

０２９，６４０
１８，７３１

（５割軽減）
１８，７３１

（５割軽減）
１８，７００４８，３００

（例１）単身世帯の場合

３，０００，０００２，０３０，０００１，６８０，０００１，５３０，０００年金収入
１，８００，０００８３０，０００４８０，０００３３０，０００総所得金額等
１１１，７２０３８，０００１１，４０００所　得　割
３７，４６２

（軽減なし）
２９，９６９

（２割軽減）
１１，２３８

（７割軽減）
１１，２３８

（７割軽減）
均　等　割

（軽減の割合）
１４９，１００６７，９００２２，６００１１，２００保険料（年額）

■保険料の具体例（いずれも収入が年金のみの場合）
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（単位：円）
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　平成２０年那珂市新年賀詞交歓会が
１月９日、センチュリープラザNAKA
で開催され、市執行部や市議会をは
じめ市内各界代表者など約３００人が
出席し、那珂市の新たな飛躍と発展
を誓いながら、懇親を深めました。
　今年は、本市の魅力や良さを全国
に普及広報していただいたり、市政
への助言をしていただく「那珂ふる
さと大使」の皆さんへの委嘱状交付
式が式典に加わり、那珂よさこい連
や瓜連乱舞会の皆さんのアトラク
ションとともに、長須与佳さん、ま
ついえつこさん、宮下敏子さんによ
るミニコンサートが行われました。
那珂ふるさと大使の皆さんのご活躍
に期待いたします。
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職業・役職等住　所氏　名

デジタルハリウッド大学教授
財団法人柏森情報科学振興財団理事埼玉県井 上 宗 迪

�ユアテック相談役宮城県大和田　泰夫

画家東京都黒田　ケイ子

京都大学エネルギー理工学研究所教授京都府小 西 哲 之

�宍戸国際ゴルフ倶楽部代表取締役社長東京都坂 本 好 伸

明海大学学長千葉県高　倉　　翔

画家埼玉県舘　　英　雄

音楽家（琵琶・尺八演奏者）東京都長 須 与 佳

横浜国立大学大学院国際社会科学研究科
教授東京都根 本 洋 一

京都女子大学現代社会学部教授
神戸大学名誉教授大阪府初 瀬 龍 平

音楽家東京都まついえつこ

音楽家
アナウンサー東京都宮 下 敏 子

那珂市立図書館名誉館長
NHKエデュケーショナル特別主幹神奈川県横須賀　鎮夫

（５０音順・敬称略）
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　個人の市県民税（普通徴収）および固定資産税・都
市計画税は、通常、年４期に分けて納めていただきま
すが、これらの税金を第１期の納期限内に一括で納め
られますと、前納報奨金が交付され、全期用の納付書
等により年税額から前納報奨金を差し引いた金額で納
付していただくことになります。
　平成２０年度から、個人の市県民税（普通徴収）につ
いては、交付率が０．２０／１００に、固定資産税・都市計画
税については、交付率が０．３５／１００に改正されます。
（平成１９年１２月条例改正）

改正後の前納報奨金交付率
個人の市県民税（普通徴収）　交付率：０．２０／１００
固定資産税・都市計画税　交付率：０．３５／１００

◆計算方法
　前納報奨金＝第２期の税額×交付率×前納月数
※前納月数は、市県民税（普通徴収）の場合は「１３」、
固定資産税・都市計画税は「２１」です。内訳は下表
のとおりです。

※前納報奨金の額が１００円未満のときは切り捨て。
※限度額は５０，０００円です。

◆前納月数の内訳

前　納　月　数
税　目

合計第４期第３期第２期

１３７４２
市県民税

（普通徴収）

２１１０８３
固定資産税・
　都市計画税
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　平成１９年中における那珂市内の火災件数は２７件で、
前年と比べると１件の増加となっています。
　火災種別では、「建物火災」が１４件で最も多く、全体
の５１．９％を占めています。そのうち住宅火災は８件発
生し、高齢者１人が逃げ遅れで亡くなっており、１人
が負傷しています。有効な対策としては、火災を早期
に発見することが重要です。このためにも、早期な住
宅用火災警報器の設置をお願いします。
　月別の発生件数は、４月が最も多く４件、１月、７
月、１０月、１１月の３件の順となっています。
　出火原因別では、１位が「たき火」の８件、２位が「た
ばこ」、「放火の疑い」、「こんろ」、「放火」、「ストーブ」、
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市政だより 

平成１７年平成１８年平成１９年区　　　　分

２８２６２７合計件数

出火件数
（件）

１７１５１４建物火災

－－５林野火災

２２３車両火災

９９５その他火災

６８７全　焼

焼損棟数
（棟）

１－３半　焼

６４２部分焼

４３２ぼ　や

７８７８３５９６７建物床（�）

焼損面積 １９１３２０６建物表（�）

－－２４林野（ａ）

３１１死　者死傷者数
（人） ２－１負傷者

１１５９罹災世帯（世帯）

３６１６３２罹災人員（人）

５．０４．６４．８出火率（％）

■火災概況

「不明・調査中」のそれぞれ２件ずつとなっています。
たき火の火の不始末をしない、家の周りに燃えやすい
ものを置かないなど、日ごろから十分に注意を払って
ください。
　火災による損害額は約４，６６６万円で、前年に比較し
て約１，２８４万円減少しています。損失額を１日当たり
で見ると約１２万７，０００円の損害額になります。
　火災を未然に防ぐためには、一人ひとりの毎日の心
がけが大切です。これからも空気が乾燥し、火災が起
こりやすい日々が続きますが引き続き火災予防にご協
力をお願いします。

※出火率は、人口１万人当たりの出火件数の割合のことです。

区　分 その他車両林野建物総数
１２－－３１月
１－１－２２月
１－１－２３月
－－１３４４月
－－－２２５月
－－－２２６月
１－－２３７月
－－１－１８月
－－－－－９月
－１１１３１０月
１－－２３１１月
－－－２２１２月

５３５１４２７合計件数

１８．５１１．１１８．５５１．９１００．０割合（％）

■平成１９年月別火災発生状況 （単位：件）

平成１７年平成１８年平成１９年区　　　　分

８６，４２０５９，５０４４６，６６５損害額合計

８３，８００５２，５２１４５，２４４建物火災

－－９１７林野火災

３１２６，６６０５００車両火災

２，３０８３２３４その他火災

２３７１６３１２７１日当たりの損害額

３，０８６２，２８７１，７２８１件当たりの損害額

１．５７１．０５０．８２市民１人当たりの損害額

４．７９２．９７２．３０１世帯当たりの損害額

■損害状況 （単位：千円）

平成１７年平成１８年平成１９年原　　因　　別
６－２たばこ
５４２放火の疑い
４６８たき火
２２１マッチ・ライター
１２２こんろ
１－２放　火
１１－電灯・電話等の配線
１１１電気装置
１－１風呂・かまど
１－－火遊び
－－１電気機器
－－２ストーブ
－－１配線器具
－３１溶接機・切断機
３３１その他
２４２不明・調査中

２８２６２７合　　計

■出火原因 （単位：件）
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　平成１９年中における救急出場件数は１，７２９件で、前
年に比べて１９件減少しています。これを１日当たりで
見ると４．７４件（前年４．７８件）で、前年に比べ０．０４件減
少しました。
　救急事故種別では、急病が８６５件と最も多く、全体の
約５０％を占めています。次いで、交通事故の３４３件（全
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体の約２０％）、その他が５２１件（全体の約３０％）となっ
ています。
　また、搬送人員は、１日平均４．４８人のかたが搬送さ
れています。搬送病院は、管外の病院へ約８４．２％搬送
されているのが現状です。また、救急救命士の救急出
場の搭乗率は約９７．３％となっています。

計

その他事　　故　　種　　別

月　

別

そ

の

他

資
器
材
搬
送

医
師
搬
送

転
院
搬
送

急　
　

病

自
損
行
為

加　
　

害

一
般
負
傷

運
動
競
技

労
働
災
害

交
通
事
故

水　
　

難

自
然
災
害

火　
　

災

１４１２－－１８６９１１１２２１３５－－－１月
１２０－－－１８６５２－１４－１２０－－－２月
１３５２－－２４６６１１１３１３２４－－－３月
１３０５－－２２５８－－１４１２２８－－－４月
１４２７－－１４７６３－１１３１２７－－－５月
１３２３－－２１６５２－１２３１２４－－１６月
１４１５－－２２６２２－１７２２２８１－－７月
１９５３－－２２１０５５－１３３３４１－－－８月
１６０３－－１７８１４－１３５３３４－－－９月
１４９１－－１９７９３２１１４１２９－－－１０月
１２３２－－１３６１３１２０－１２２－－－１１月
１６１１－－２８７８－２２１－－３１－－－１２月

１７２９３４－－２３８８６５２６７１７１２４１９３４３１－１計

■月別救急活動状況 （単位：件）

　真に緊急を要するかたのた
めに、救急車の適正な利用を
お願いします。
●定期的な通院等において、
タクシー代わりに救急車を
常用することは控えてくだ
さい。
●救急車以外に搬送手段がな
く、緊急に医療機関等に搬
送しなければならない場合
は、迷わずすぐに救急車を
要請してください。
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一日平均計西消防署東消防署区　　分
４．７４１７２９４４３１２８６出場件数
４．２８１５６２３９３１１６９搬送件数
４．４８１６３７４１７１２２０搬送人員
０．４８１６７５０１１７不 搬 送

■救急概要 （単位：件・人）

現場到着
平均時間

計管　外管　内

８分１２２０１０１４２０６東消防署
７分４１７３６４５３西消防署
７．５分１６３７１３７８２５９計

■管内・管外搬送別人員件数および現場到着平均時間

問い合わせ／
市消防本部通信指令室
�２９５－２１１１
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◆１１９番通報と同時に位置情報が通知されます
◆「１８４」で発信された場合は、位置情報を取得することができ
ません
ただし、消防本部で緊急に位置情報が必要であると判断したとき
は取得する場合があります。
◆携帯電話については、第３世代携帯電話が対象です（GPS付
携帯電話）
対象となる携帯電話は、国際電気通信連合（ITU）の定める「IMT
－２０００」規格に準拠したデジタル方式の携帯電話です。
◆位置情報の精度については、携帯電話の機能、その他の条件
により誤差が生じる場合があります
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ター整備更新に併せて、携帯電話・IP電話
からの１１９番通報時に、発信位置を取得し
て車両出場までの時間短縮を図り被害の軽
減や救命率の向上を図ります。
　平成２０年３月１日から、この位置
情報システムの運用を開始します。
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問い合わせ 
生活環境課環境衛生係 
�２９８－１１１１　内線２５４ 

　市税は、納期限までに自主的に納付するのが原則で
す。納付が確認されない場合、市では督促状等を送付
し、納税を催告しています。
　しかし、それでもなお納税されない場合には、納めた
かたとの税の公平を守るため、自宅・勤務先等の訪問な
どによる納税催告、差押等の滞納処分を実施していま
す。このほか、「茨城租税債権管理機構」に事案を引き継
いで滞納処分を行うことがあります。
　今回は、この「茨城租税債権管理機構」についてお知
らせします。
■どうしてできたの？

　近年の社会経済情勢の変化に伴い、地方税の滞納事案
は年々広域化、複雑化しています。このため、県内全市
町村が市町村の収入未済額の縮減を図る目的で、平成１３
年４月に、市町村税の徴収のための事務組合「茨城租税
債権管理機構」を設立しました。
■どんな人が行っているの？

　徴収を厳正に行うため、弁護士、税理士、裁判所執行
官や警察官OBを顧問とし、徴収専門の職員がさまざま
な滞納事案に対応しています。
■どんなことをするの？

　県内市町村から徴収の依頼を受け、納税の勧告に応じ
ない者に対して、地方税法等の諸法規に基づき、次の事
務を行います。
・不動産、預金、給料等の差押
・差押不動産の公売処分　など

　市では、税金の納付に便利な口座振替による納税をお
すすめしています。納期ごとに金融機関の窓口に行かな
くても納税でき、うっかり納め忘れてしまうこともなく
なります。
　口座振替の申し込みには、預（貯）金口座のある市内の
金融機関・郵便局の窓口に、通帳と届出印をお持ちの上
で手続きをしてください。
　申し込み後、１～２か月で口座振替が開始されますの
で、ぜひご利用ください。

■問い合わせ／税務課収納推進室

�２９８－１１１１　内線１６７・１６８

「茨城租税債権管理機構」とは

「口座振替納税」について

地域と「わんダフル・パートナー」になろう！

犬の『しつけ』

　犬の『しつけ』というと、すぐに、「オスワリ」や「オ
テ」をすることだと思いがちですが、ここでは、犬との暮
らしを楽しむ上で、基本的に必要となる犬の社会化（だれ
からも好かれる、行儀のよい、社会性のある犬に育てる）
を犬に学ばせる『しつけ』に関することをご紹介します。
●『アルファシンドローム』を知っていますか？

　犬は群れで行動し、リーダーを中心とした社会を形成し
ます。飼い犬にとっては、家庭が群れであり、犬の言いな
りになっていると、犬は自分がリーダー（アルファ）と思
い込んでしまいます。これを『アルファ・シンドローム』
といいます。『アルファ・シンドローム』にかかってしまっ
た犬は、飼い主の命令を無視したりやたらと吠えたりする
問題犬となります。こうなると飼い主がもう一度リーダー
の地位を取り戻すのは非常に困難…このような関係になら
ないためには、命令や態度に一貫性があることが非常に大
事です！
●名前を呼ぶこと…しつけの第一歩

　しつけをするときや遊ぶときには必ず名前を呼ぶように
し、名前に反応するようにさせましょう。
●アイコンタクト

　犬に飼い主の目を見つめさせることは、しつける際の基
本です。犬は目を通してあなたの気持ちを聞いてくるよう
になります。
●褒めてあげる、褒美をあげる

　犬は、飼い主の声の調子に非常に敏感です。よくできた
とき、良い行動をしたときは優しくなでて褒めてあげま
しょう。また、褒美にお菓子やおもちゃを与えることも非
常に有効です。ご褒美は褒め言葉と組み合わせることが重
要です。
●しかるとき

　最初に理解させなくてはならない言葉の一つに「イケナ
イ」「ダメ」などのしかる言葉があります。この言葉で犬を
コントロールしておくと事故などを防ぐことができます。
しかるときは断固とした調子で言うことが大切です。ただ
し、叫んだり大声を出したりする必要はありません。
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○飼い犬がむだ吠えをしないように、しつけやむだ吠えの

原因を考え改善してみましょう。



広報なか２月号３１

　平成１９年度ボランティア日本語教
師養成講座がふれあいセンターよこ
ぼりで行われ、受講生は１３回にわた
る講義を終えました。
　講義最終日となった１２月１５日、閉
講式には修了証が渡され、楽しく教
えていただきました講師、茨城県日
本語教育アドバイザー本田文江先生
に、大きな拍手が贈られました。
　現在、増加する外国人受講生に対
し講師が不足している状況に、今回
習得されたかたがたの活躍が大いに
期待されます。
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ボランティア日本語教師養成講座

　消防職員としての自覚と誇りの認
識と士気の高揚を図ることを目的に
第３１回那珂市消防職員意見発表会が
１２月２４日、市総合センターらぽーる
で開催されました。この発表会に
は、１０人の若手市消防職員が出場。
災害対応や救急現場での出来事、防
災意識啓発活動など日ごろの業務で
感じた意見や思いを熱く語りまし
た。今回最優秀賞に輝いたのは、小
澤卓也消防士（西消防署）。「明日の
笑顔を守る為に」と題して、AEDの
重要性を強く訴えました。
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第３１回那珂市消防職員意見発表会

　地域の安全のために横断的な連携
を図っていこうと１２月１０日、瓜連地
区防犯活動連絡会（谷島貞男会長）
のメンバーが一堂に会し、一斉防犯
パトロールを実施しました。
　同会が瓜連小に到着すると子ども
たちから思いもよらぬプレゼント
が。「いつもありがとうございます」
感謝の言葉を添えて手紙が代表者に
手渡されました。その後、各地区ま
で付き添いながら下校した同会の皆
さんは、これからも瓜連地域の安全
を願って活動を続けていきます。
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瓜連地区防犯活動連絡会が一斉防犯パトロール

　暖かで清々しい陽気となった１２月
９日、富士山花まる会（額田南郷）
が餅つき会を開催しました。
　子どもたちが元気についたお餅は
きな粉やあんこを絡めて、また、具
たくさんの豚汁も振る舞われると、
集まったかたがたは、出来立てアツ
アツの美味しさに舌鼓。笑顔がこぼ
れる楽しい会となりました。
　富士山花まる会は、ご近所同士の
交流を大切にし、多くの活動を通じ
て、子どもたちを守る大きな力とな
る地域の繋がりを強めています。
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富士山花まる会　餅つき会

　青少年育成那珂市民会議と市教育
委員会が主催する第３回「家庭の
日」図画・作文発表会と表彰式が１２
月１５日、市総合センターらぽーるで
開催されました。アリーナには入賞
者の図画や作文が展示されたほか、
式典では「作文の部」金賞受賞者が
お手伝いのことや家庭であった出来
事などについて、それぞれ意見や体
験を発表。会場から
は温かい拍手が贈ら
れました。金賞の受
賞者は次のとおりで
す。（敬称略）
【図画の部】小泉渉
（菅谷小）田口麻稀
（芳野小）浅川�（五
台小）梶山翔吾（菅
谷東小）大森康瑛

（横堀小）大津孝仁（菅谷東小）中井
川彩美（三中）
【作文の部】阿部聡輔（菅谷小）木村
聡志（菅谷西小）神長悠人（横堀小）
佐々木宏幸（本米崎小）船橋芽生
（菅谷小）草野謙一（額田小）寺門拓
人（瓜連中）遠藤太樹（一中）八木
沼瑛子（瓜連中）
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第３回「家庭の日」図画・作文発表会並びに表彰式
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■企画課広報係　�２９８－１１１１　内線４３３

　瓜連小で交通安全教室が開催され
１２月１８日、６年生が茨城県交通安全
教育講師の枝克巳先生から自転車の
正しい乗り方を学びました。
　「内輪差」や「死角」など事故に結
びつくポイントを身をもって一つ一
つ熱心に指導する枝先生の授業に、
子どもたちは真剣な表情。那珂警察
署、那珂市民間交通安全指導員、那
珂地区交通安全母の会瓜連支部の皆
さんの協力を得ながら、自転車の安
全な運転方法を学び、４月からの中
学校生活に備えました。
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瓜連小学校で交通安全教室が開催

　第５１回那珂市柔剣道大会が１２月１６
日、那珂四中柔剣道場（柔道）と那
珂総合公園（剣道）で開催されまし
た。
　両会場では参加者一人ひとりが熱
戦を繰り広げ、伝統の大会を盛り上
げました。入賞者は次のとおりで
す。（敬称略）
■柔道の部　【小学１、２年生の部】

①柴田拓実（那珂市柔道）②熱田怜
巳（那珂市柔道）③増田涼太郎（那珂
市柔道）【小学３、４年生の部】①�
村衿早（那珂市柔道）②西連地克樹
（那珂市柔道）③山田峻輔（那珂市柔
道）【小学５、６年生の部】①樋口雅
之（那珂市柔道）②照沼佑樹（那珂
市柔道）③川上充詞（那珂市柔道）
【中学生男子の部】①上金力也（一
中）②尾張詩朗（一中）③上金優也

（一中）【中学生女子の部】①中村理
真（一中）②住谷若菜（一中）③峯
嶋つかさ（一中）
■剣道の部　【小学１、２年生の部】

①笹嶋倖太郎　（横堀剣道）②柳橋太
一（横堀剣道）③大森翔（横堀剣道）
【小学３年生の部】①岸田勇太（菅
谷剣道）②渡邊尚紀（戸多剣道）③
柴田雅道（菅谷剣道）【小学４年生
の部】①橋爪慎輔（額田誠心館）②
柴田雅大（菅谷剣道）【小学５年生
の部】①青木良平（菅谷剣道）②大
谷美憂（菅谷剣道）【小学６年生の
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第５１回那珂市柔剣道大会が開催

部】①助川友哉（戸多剣道）②宮路
祥樹（戸多剣道）③青木俊乃輔（菅
谷剣道）【中学１年生男子の部】①
川和田直輝（三中）②井坂直貴（三
中）③曽根田康平（三中）③寺門駿
利（三中）【中学１年生女子の部】
①山�芽来未（二中）②小澤菜留美
（二中）③大内彩夏（四中）【中学２
年生男子の部】①小泉慶悟（三中）
②小池祐馬（三中）③石川優太（一
中）【中学２年生女子の部】①加藤
空見子（一中）②茅根沙耶香（一中）
③篠原菜美（一中）

　中台二区コミュニティセンターで
１１月１８日、第８回世代間交流の集い
が開催され、子どもたちやお年寄り
など約１６０人が参加して交流を深め
ました。子どもたちは、ベーゴマや
メンコなどの昔遊びのほか、抹茶の
接待を手ほどきを受けながら体験
し、その面白さに目を輝かせていま
した。会場では、絵画や書道、写真
などの力作を展示した第３回文化祭
のほか、収益金の一部を那珂市社会
福祉協議会に寄付するチャリティー
活動も併せて行われました。
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中台二区世代間交流の集いが開催

　９月１日に逝去された根本謙一さ
んが叙勲を受章され１２月６日、遺族
に対して伝達式が行われました。　
　根本さんは、昭和５９年那珂町議会
議員選挙に立候補し初当選。以来、
優れた識見と円熟した人柄により住
民の多くの支持を受けて５期２０年の
永きにわたり那珂町議会議員として
数多くの功績を残されました。特に
那珂町議会議員在任中は、町議会議
長等を務め、崇高なる郷土愛をもっ
て地方自治の振興と住民の福祉向上
に多大な貢献をされました。
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根本謙一さんのご遺族に伝達式
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地域の話題や身近な行事などありましたら、次までおしらせください。

　小正月の伝統行事を知ってもらお
うと１月１４日、常陸鴻巣駅ふれあい
駅舎で繭玉作り・ワーホイ祭りが行
われ、本郷・みずとり子ども会の子
どもたちが、かつて行われていた伝
統行事に親しみました。子どもたち
は早速、繭玉作りに挑戦。繭玉に見
立てた紅白の餅を一生懸命木の枝に
くくりつけました。また、燃え上が
る炎を前に「ワーホイ」と声を出し
ながら、ワーホイ祭りを体験し、五
穀豊穣を祈った昔の暮らしを炎の温
かさとともに肌で感じていました。
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繭玉作り・ワーホイ祭りを開催

　「オリンピックおじさん」として有
名な山田 直  稔 さんの展覧会「山田直

なお とし

稔大相撲応援展」が五台ソフトボー
ルスポーツ少年団主催で１２月８日、
９日、市中央公民館で開催されまし
た。国技館を思わせる四股名を記し
た 幟 旗で飾られた会場には、力士の

のぼり

サインや手形、写真が所狭しと並べ
られ、訪れたかたがたの目を楽しま
せていました。同スポーツ少年団の
子どもたちも山田さんを囲みなが
ら、大相撲やオリンピックの話に花
を咲かせました。
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山田直稔大相撲応援展

　「２００８年水戸の梅大使」１０人が、２
月２０日から３月３１日までの期間、偕
楽園と弘道館で開催される「第１１２回
水戸の梅まつり」と水戸市の観光PR
のために１月２８日、市役所を訪れま
した。２００１年には男性でも応募が可
能となったため、「梅むすめ」から
「梅大使」へと名称が変更されまし
た。２００８年の水戸の梅大使は、水戸
の梅むすめから数えて第４６代目。茨
城県を代表する観光大使として１年
間、全国各地でさわやかな笑顔とと
もに活動されます。

�������	
�
２００８年水戸の梅大使

　白河内地区で子ども神輿が１１月２４
日、祭りでにぎわう中実施されまし
た。この日参加したのは白波子ども
会の子どもたち。途中休憩を挟みな
がら、約２時間かけて白河内地区内
を元気いっぱい練り歩きました。
　白河内地区でこの神輿が繰り出さ
れたのは平成元年以来のこと。実に
１９年ぶりとあって、子どもたちが力
を合わせて一生懸命神輿を担ぐ姿
に、沿道のかたがたからは多くの声
援が送られていました。
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白河内地区で子ども神輿

　青少年の健全育成を目的に、那珂
警察署長杯少年剣道大会が１１月２５
日、瓜連体育館で開催され、各試合
で熱戦が繰り広げられました。今大
会の優勝、準優勝者は次のとおりで
す。（敬称略）
◆【小学校低学年】①笹嶋倖太郎（横
堀剣道）②橋爪慎輔（額田誠心館）
【小学校高学年】①助川友哉（戸多剣
道）②青木俊乃輔（菅谷剣道）【中学
女子】①茅根沙耶香（一中）②加藤
空見子（一中）【中学男子】①小泉慶
悟（三中）②大石亜依人（四中）
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那珂警察署長杯少年剣道大会

　那珂市社会福祉協議会の「身近な
暮らしの出前講座　百人一首を楽し
もう」が１２月５日、瓜連中学校で行
われました。
　講師である全日本下の句 歌  留  多 協

か る た

会茨城支部の川下清さん（後台）が、
抑揚をつけた語り節で一首ずつ読み
上げると、生徒たちは耳を傾けて下
の句が書かれた札を取り合いまし
た。授業で「瓜連の良いところ」を
地域がるたにまとめた生徒たち。和
やかな雰囲気の中、古典文学に親し
む時間を過ごしました。
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瓜連中学校で身近な暮らしの出前講座
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１１月１５日～１月１４日（敬称略）

ご協力ありがとうございます
善 意 銀 行 へ

匿名 ３０，０００円
那珂ライオンズクラブ ７１，５００円
匿名 １，７０８円
水戸ヤクルト販売（株） ６０，０００円
野木利三郎 １０，０００円
匿名 ２０，０００円
匿名 ６，６００円
那珂市体育協会　会長　中村健
 １６，２５０円
ぴっぴお話の会　南波哲龍
 ６，７６０円
飯田芳陽会　会長　鈴木任
 ５０，０００円
軍司牧子 ３，０００円
中台第２区第８回世代間交流の
集い ２０，０００円
ひたちなか農業協同組合
 ４３，０８３円
匿名 ３，０００円
匿名 ３，０００円
葛岡ミツヱ ３，０００円
ボイストレーニングなか ２，８３８円

� 人の動き �

那珂市の人口（１月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，８６５人 （－　８）
　女　　　２８，６９１人 　（－　１）
　計　　　５６，５５６人 （－　９）
世帯数　　２０，２２４世帯 （＋　９）

○出生　３９人
○死亡　４０人

（１２月１～３１日）

� 今月の納税  �

○固定資産税・都市計画税 ４期

○国民健康保険税 ８期

○介護保険料（普通徴収） ６期

納期限：２月２９日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実
な口座振替制度がありますの
で、どうぞご利用ください。
　詳細については、下記までお
問い合わせください。
問い合わせ／市税務課収納推進

室　�２９８－１１１１　内線１６７

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　２１，０４２人

　（平成１９年１２月末現在・
 前月比１６人減少）
○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額 ２億９，７４９万円

　（平成１９年１２月・
 前月比４，１２４万円増加）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしています。
 �２９８－８８８１

片岡裕さん（東京都労働委
員会委員）に厚生労働大臣
から感謝状

五台ソフトボールスポーツ少年団
 ７，２１０円
ガールスカウト茨城県第３７団
 １４，２４２円
ボーイスカウト那珂第３団
 １５，７５９円

那珂ライオンズクラブの皆さん

水戸ヤクルト販売（株）の皆さん

　東京都の労働委員会委員と
して６年間にわたり労働委員
会制度の発展に貢献された片
岡裕さん（南酒出）。その功績
について１２月１８日、厚生労働
大臣から感謝状と銀杯が贈ら
れたことを報告に小宅市長を
訪れました。
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■市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

■ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp

■メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp

■おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月３回（ただし、

５月、８月、１月は月２回））を発

行しています。このコーナーでは

その一部を掲載していますが、

「おしらせ版」も併せてご覧くだ

さい。

日時／３月１８日（火）　１３：００～１７：００
場所／市役所（本庁）１階市民相談室
相談員／弁護士
　※事前に予約が必要です。
申し込み・問い合わせ／市秘書課市民

相談室　�２９８－１１１１　内線１１８

日時／３月２１日（金）　※受付は先着順
　　　１０：００～１５：００（昼休みを除く）
場所／市役所（本庁）５階会議室
開設相談／

○行政相談
国の行政機関などが行っている仕事
についての苦情や意見・要望

○人権相談
人権を侵害されている問題や家庭内
のもめごとなど

相談員／行政相談委員、人権擁護委員

問い合わせ／市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１８

日時／３月５日（水）、１２日（水）、
１９日（水）、２６日（水）
いずれも９：００～１５：００

場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（市総合保健福

祉センター「ひだまり」内）

�２９８－８８８１

日時／３月１９日（水）　９：３０～１１：３０
※前日までにご予約ください。
※定員は２１組です。

場所／

市総合保健福祉センター「ひだまり」
対象者／２歳～就学前のお子さん
内容／歯垢染め出し・歯科衛生士によ

るブラッシング指導・歯に関す

る相談
持ってくるもの／

歯ブラシ（現在使用しているもの）、
コップ、タオル１枚、洗濯バサミ１個、
母子健康手帳
費用／無料
申し込み・問い合わせ／

市総合保健福祉センター「ひだまり」

健康推進課母子保健係　�２７０－８０７１

��������
法律相談

こども歯科相談のおしらせ

心配ごと相談
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２日　小豆畑病院 （菅谷）
�２９５－２６１１

９日　慶和病院 （鴻巣）
�２９５－５１２１

１６日　ののがき脳神経外科クリニック
 （中台）

�３５２－０５５５
２０日　えびすいクリニック（竹ノ内）

�２９５－８８８１
２３日　河野胃腸科外科 （竹ノ内）

�２９５－５３８６
３０日　越田医院 （菅谷）

�２９８－００５１
■診療時間／９：００～１１：３０
※往診はしません。
※保険証は必ず持参してください。
※診療時間外は、茨城県救急医療情
報コントロールセンター（県メ
ディカルセンター内）へお問い合
わせください。
 �２４１－４１９９

行政・人権相談を開設します

　１２月３日、水戸農業高等学校
からパンジーのプランター７鉢
が寄贈され、市庁舎前を彩りま
した。寄贈、ありがとうござい
ました。

�������	
�

�������	
��
�

　広報なか４月号�２７（平成１９年
４月１１日発行）に掲載しました
「平成１９年度予算」の中で、次の
とおり誤りがありました。おわび
して訂正いたします。
◆広報なか４月号１０ページ

　「公債費　市の借入金を返済」

　欄中、３行目

（誤）　元金に２１億７，９８９万７千円
（正）　元金に１７億６，８４３万９千円

おわびと訂正



３６

■市立図書館へ行こう！
　●新着図書のご案内

����

����������������
“佐野洋先生。あの「死んでやる事
件」は彼女が発案したものなので
しょうか？先生のご判断をお待ちし
ています。元Ｊ県警副署長”ミステ
リー界の大家に一通の手紙が舞いこ
んだ。女性新聞記者の「特殊な能力」
に疑念が持ち上がる。異色ミステ
リー短編集。
（双葉社ホームページより）
佐野洋／双葉社

��������	


【一般図書】
●「街のアラベスク」阿刀田高／新潮社
●「あねのねちゃん」梶尾真治／新潮社
●「研ぎ師太吉」山本一力／新潮社
●「群狼の舞」船戸与一／新潮社

��������
クラスメイトが死に、僕の名前を彫り
込んだ金属片と手紙を遺していった。
不可解な事件に否応なく巻き込まれ
ていく僕は、自分の記憶がひどく曖
昧なことに気づき－－記憶と罪の在
処を探る、絶対零度の青春ミステ
リー !!
（角川書店ホームページより）
森博嗣／角川書店

��������
大学生になった少し怖がり屋の僕
は、ひょんなことからミステリー研
究会に入る。同時に家庭教師のアル
バイトを始めるが、その教え子は大
のミステリー好きだった。
身の回りで起きるちょっとした事件
を二人で解決していくライトミステ
リー。
（双葉社ホームページより）
坂木司／双葉社

●「樹霊の塔」栗本薫／講談社
●「本当のうそ」石田衣良／講談社
●「十五万両の代償」佐藤雅美／講談社
●「ブルーバレンタイン」
　　　　　　　新堂冬樹／角川書店

●「財布のつぶやき」
　　　　　　　群ようこ／角川書店
●「軒猿の月」火坂雅志／PHP研究所
●「地の螢」内海隆一郎／徳間書店
 ほか

�������	
��
����������������

　予約件数のベストテンは、市立図書館の窓口およびホーム
ページ（http://www.lib.city.naka.ibaraki.jp/）でご覧になるこ
とができます。 
　１月現在　１位「ホームレス中学生」　田村　　裕 
　　　　　　２位「女性の品格」　　　　坂東真理子 
　　　　　　３位「陰日向に咲く」　　　劇団ひとり
　ご協力お願いいたします。

■���������������
●開館時間
平日　　　　　　　９：３０～１９：００
土・日曜日、祝日　９：３０～１７：００

�������	
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�����
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�����

������

�������

�������
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�������	�������	
３月 March

土金木水火月日

１
８７６５４３２
１５１４１３１２１１１０９
２２２１２０１９１８１７１６
２９２８２７２６２５２４２３

３１３０

２月 February

土金木水火月日

２１
９８７６５４３
１６１５１４１３１２１１１０
２３２２２１２０１９１８１７

２９２８２７２６２５２４

休館日



広報なか２月号３７

竹
ノ
内 

磯　
　
　

悠
真 

芳
彰

菅
谷 

飯
田　
　

陽
紗 

正
人

菅
谷 

山
崎　
　

寧
 々

卓
也

平
野 

山
�　
　

彩
未 

元
紀

菅
谷 

浜
名　
　

勇
成 

哲
士

菅
谷 

大
野　
　

も
え 

茂

菅
谷 

熊
谷　
　

結 

聡
弘

菅
谷 

布
施　
　

寿
梨 

正
明

後
台 

瀬
谷　
　

綾
音 

文
男

鹿
島 

谷
田
部　

杏 

か
お
り

菅
谷 

諸
藤　
　

弘
美 

慎
一

菅
谷 

小
又　
　

瑛
太 

英
哲

杉 

安　
　
　

こ
ゆ
き 

晃
男

菅
谷 

鈴
木　
　

�
音 

高
行

菅
谷 

田
上　
　

大
登 

春
夫

菅
谷 

中
嶋　
　

瑛
里
奈 

勝

後
台 

圷　
　
　

啓
汰 

康
幸

後
台 

圷　
　
　

悠
汰 

康
幸

竹
ノ
内 

�
村　
　

姫
菜 

圭
太

杉 

大
津　
　

沙
紀 

光
史

福
田 

小
沼　
　

大
晴 

徹

菅
谷 

小
林　
　

幸
輝 

克
明

後
台 

海
老
根　

結 

敦

瓜
連 

樫
村　
　

咲
奈 

友
和

後
台 

根
本　
　

愛
理 

淳
也

菅
谷 

益
子　
　

陽
奈 

大
祐

菅
谷 

弓
野　
　

颯
汰 

大
樹

菅
谷 

平
間　
　

由
佳
莉 

省
一

菅
谷 

山
田　
　

和
輝 

貴
行

竹
ノ
内 

佐
藤　
　

莉
音 

亮
介

瓜
連 

吉
成　
　

蓮 

信
勝

津
田 

清
水　
　

雷
神 

将
仁

菅
谷 

杉
山　
　

七
海 

洋

東
木
倉 

末
岡　
　

あ
ず
さ 

隆
徳

住
所　
　
　

氏
名　
　
　
　
　
　
　

年
齢

下
江
戸 

飛
田　
　

桂
一 

　

歳
５３

瓜
連 

先
�　
　

み
い 

　

歳
９４

古
徳 

飯
島　
　

積 

　

歳
８０

菅
谷 

石
川　
　

秀
憲 

　

歳
６０

中
台 

鬼
澤　
　

み
つ 

　

歳
８８

戸 

藤
枝　
　

幸
子 

　

歳
５３

菅
谷 

中
村　
　

京
子 

　

歳
８０

堤 

澤
畑　
　

貞
江 

　

歳
８５

鴻
巣 

�
畠　
　

満
智
惠 

　

歳
７８

本
米
崎 

山
田　
　

仁 

　

歳
８２

菅
谷 

軍
司　
　

み
つ 

　

歳
９０

後
台 

山
田　
　

� 

　

歳
９１

戸 

軍
司　
　

哲
郎 

　

歳
９４

杉 

海
野　
　

�
江 

　

歳
９０

菅
谷 

萩
谷　
　

忠
志 

　

歳
８４

飯
田 

大
津　
　

た
き 

　

歳
９０

後
台 

仲
田　
　

吉
美 

　

歳
８６

後
台 

平
澤　
　

て
る
子 

　

歳
６７

本
米
崎 

海
老
澤　

千
惠
子 

　

歳
６０

中
台 

石
川　
　

し
も 

　

歳
９０

瓜
連 

長
�　
　

み
や
こ 

　

歳
８５

平
野 

石
川　
　

行
雄 

　

歳
７５

菅
谷 

綿
引　
　

美
枝
子 

　

歳
６３

後
台 

塩
野　
　

昭
一 

　

歳
７８

飯
田 

小
泉　
　

芳
勝 

　

歳
８４

額
田
東
郷 

原　
　
　

� 

　

歳
９２

菅
谷 

佐
藤　
　

幸
子 

　

歳
６４

竹
ノ
内 

宮
田　
　

い
づ
み 

　

歳
５２

後
台 

山
田　
　

忠 

　

歳
８３

戸
崎 

黒
澤　
　

勝
浩 

　

歳
４２

本
米
崎 

佐
川　
　

喜
敏 

　

歳
７９

横
堀 

中
庭　
　

と
み 

　

歳
１０１

菅
谷 

大
和
田　

新
一 

　

歳
８１

門
部 

仲
田　
　

み
ゑ 

　

歳
８１

�
�
�
�

住
所　
　
　

出
生
児
氏
名　
　
　

届
出
人

菅
谷 

仲
野　
　

六
花 

友
英

瓜
連 

根
目
沢　

沙
季 

肇

鴻
巣 

寺
門　
　

徠
輝 

悟
志

額
田
東
郷 

武
藤　
　

大
知 

清
顕

菅
谷 

荻
野　
　

羚
夢 

克
朗

後
台 

後
藤　
　

太
陽 

博
史

中
台 

飯
島　
イ
ア
ン
海
路

菅
谷 

鴨
下　
　

扶 

真
吾

菅
谷 

岡
田　
　

拓 

直

杉 

笹
嶋　
　

心
彩 

伸
一

菅
谷 

関　
　
　

陽
晴 

直
之

菅
谷 

梶
山　
　

紗
希 

健
治

後
台 

川
崎　
　

美
裕 

智
昭

北
酒
出 

稲
田　
　

庄 

恵

飯
田 

石
田　
　

香
幸 

健
浄

菅
谷 

飯
島　
　

お
は
な 

正
輝

菅
谷 

高
橋　
　

杏
心 

伸
哉

東
木
倉 

宮
内　
　

空
汰 

健
一

本
米
崎 

須
藤　
　

柚
葵 

慎
一

菅
谷 

�
橋　
　

京
椰 

直
也

中
台 

鷺
沼　
　

優 

幸
夫

西
木
倉 

蔀　
　
　

黎
人 

政
実

菅
谷 

�
谷　
　

光
希 

和
宏

戸
崎 

後
藤　
　

大
輝 

純
一

瓜
連 

�
木　
　

冬
羽 

英
治

額
田
南
郷 

�
谷　
　

愛
華 

一
昭

菅
谷 

加
我　
　

寧
音 

満

菅
谷 

伊
藤　
　

佑
哉 

貴
則

�
�
�
�
�

�

�

��

�
�
�
��

�
�
�

��

��

���
�
�
�
�

�
�
�
�

鴻
巣 

吽
野　
　

榮 

　

歳
６０

門
部 

大
内　
　

み
と
り 

　

歳
９６

平
野 

金
田　
　

と
く 

　

歳
８７

中
里 

片
岡　
　

政
義 

　

歳
８３

菅
谷 

佐
藤　
　

昌
利 

　

歳
６８

戸 

舘　
　
　

ふ
く 

　

歳
９５

福
田 

鈴
木　
　

五
郎 

　

歳
８６

菅
谷 

稲
田　
　

豊 

　

歳
７９

菅
谷 

遠
藤　
　

和
男 

　

歳
７０

戸
崎 

櫻
岡　
　

英 

　

歳
８２

福
田 

小
國　
　

愛
子 

　

歳
８３

瓜
連 

大
貫　
　

冨
美
子 

　

歳
６７

額
田
東
郷 

成
田　
　

フ
ミ
ヱ 

　

歳
８９

菅
谷 

石
川　
　

光
男 

　

歳
９１

菅
谷 

川
野
輪　

�
見 

　

歳
９２

瓜
連 

川
�　
　

政
之 

　

歳
８１

南
酒
出 

袴
�　
　

建
夫 

　

歳
５５

中
台 

植
田　
　

� 

　

歳
８５

本
米
崎 

與
澤　
　

進 

　

歳
６８

瓜
連 

寺
門　
　

正
壽 

　

歳
８０

東
木
倉 

小
野
瀬　

雅
己 

　

歳
７３

門
部 

仲
田　
　

喜
一 

　

歳
８４

菅
谷 

磯
�　
　

巖 

　

歳
８１

後
台 

車
田　
　

み
よ 

　

歳
８０

飯
田 

加
藤　
　

冨
美
子 

　

歳
９１

瓜
連 

寺
門　
　

正
美 

　

歳
６６

額
田
北
郷 

中
島　
　

久
壽 

　

歳
６４

福
田 

�
部　
　

は
や 

　

歳
９４

後
台 

木
村　
　

美
智
子 

　

歳
８０

菅
谷 

鈴
木　
　

清
春 

　

歳
７４

菅
谷 

水
藤　
　

テ
ル
ヨ 

　

歳
９５

瓜
連 

中
井
川　

久 

　

歳
８５

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら

届
出
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
掲
載
を

希
望
さ
れ
た
か
た
の
み
掲
載
し
て
い
ま

す
。

ラッジ・
ジェフリー
パトリック



３８

成
人
の
門
出
を
祝
う
平

成　

年
第
３
回
那
珂
市

２０
成
人
式
が
５
９
０
人
の

新
成
人
が
集
う
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
プ

ラ
ザ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
で
華
や
か
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
成
人
式
で
、

企
画
、
運
営
に
携
わ
っ
た
の
が
、

新
成
人
ほ
か
来
年
度
成
人
を
迎
え

る
か
た
で
組
織
さ
れ
た
成
人
式
実

行
委
員
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

成
人
式
実
行
委
員
の
皆
さ
ん
が

最
初
に
顔
を
合
わ
せ
た
の
は
成
人

の
日
か
ら
約
５
か
月
前
の
８
月
。

発
足
当
初
、
人
数
が
集
ま
ら
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
最
初
に
集

ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
、

友
達
に
声
を
か
け
た
り
、
通
っ
て

い
る
学
校
で
募
集
の
張
り
紙
を
し

た
り
し
て
、
自
分
た
ち
の
成
人
式

作
り
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

式
典
当
日
ま
で
に
催
し
た
委
員

会
は
計
７
回
。
委
員
会
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
が
積
極
的
に
意
見
を
出
し

合
い
、
話
し
合
い
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
式
典
中
の
役
割
や
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
の
内
容
、
記
念
品
な

ど
を
一
つ
一
つ
決
め
て
い
き
、
形

に
す
る
作
業
。
実
行
委
員
会
の
皆

さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
、
学
業
や
仕
事

の
合
間
を
縫
い
な
が
ら
、
で
き
る

だ
け
委
員
会
に
顔
を
出
し
、
自
ら

の
役
割
を
し
っ
か
り
こ
な
そ
う
と

練
習
を
重
ね
て
式
典
当
日
に
臨
み

ま
し
た
。

　

式
典
当
日
は
、
司
会
の
ほ
か
、

新

ピ
ア
ノ
伴
奏
、
那
珂
市
民
憲
章
朗

読
、
記
念
品
の
授
与
、
成
人
者
代

表
謝
辞
な
ど
の
式
典
の
運
営
を

行
っ
た
ほ
か
、
新
成
人
が
中
学
生

の
こ
ろ
の
思
い
出
の
写
真
の
上
映

や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
抽
選

会
を
実
施
し
た
皆
さ
ん
。
大
人
数

の
新
成
人
を
前
に
立
派
に
成
人
式

を
取
り
仕
切
り
、
無
事
、
式
典
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　

今
回
、
成
人
式
実
行
委
員
長
を

務
め
た
齋
藤
香
緒
理
さ
ん（
菅
谷
）

は
、「
実
行
委
員
を
経
験
し
て
み
て

本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。
式
典
が

無
事
に
終
わ
っ
て
み
て
初
め
て
、

み
ん
な
で
作
り
上
げ
た
達
成
感
が

沸
い
て
き
ま
し
た
。
式
典
の
進
行

に
つ
い
て
は
、
繰
り
返
し
練
習
を

し
て
き
た
の
で
緊
張
せ
ず
、
う
ま

く
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
成
人
式

は
一
生
に
一
度
の
こ
と
で
す
。
こ

の
成
人
式
が
、
新
成
人
の
皆
さ
ん

の
よ
い
思
い
出
に
な
り
、
心
か
ら

楽
し
ん
で
も
ら
え
た
の
で
あ
れ

ば
、
私
た
ち
に
と
っ
て
こ
れ
ほ
ど

う
れ
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
、
式
典
を
終
え
、
そ
う
答
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
が
懐
か
し
い
友
人
と
顔

を
合
わ
せ
、
再
会
を
喜
び
合
っ
た

成
人
式
。
成
人
式
実
行
委
員
の
皆

さ
ん
も
ま
た
、
成
人
式
を
機
に
未

来
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。

第����回 

父・一和さん　母・直美さん
２月１６日生まれ（額田北郷）

父・貴士さん　母・裕子さん
２月６日生まれ（菅谷）

父・愛弘さん　母・雅子さん
２月１８日生まれ（菅谷）

人
の
痛
み
の
わ
か
る

優
し
い
子
に
育
っ
て
く
だ
さ
い

こ
の
ま
ま

チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
子
に
な
っ
て
ね

笑
顔
の
似
合
う

優
し
い
子
に
な
っ
て
ね
�

��������� ��

な ぎ

��������� ���

もも み

��������� ���

あか り

平成２０年第３回那珂市成人式実行委員の皆さん

��������������������������������������������������������������������������������������������������������													�������������












�������������

�������������������������������������������������������������������������������������������													












�������������
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北條孝治さん／戸

　
『
阿
波
踊
り
』
四
百
年
の
歴
史
、

日
本
三
大
盆
踊
り
と
し
て
徳
島
県

（
阿
波
国
）各
地
で
軽
快
な
リ
ズ
ム

で
踊
る
夏
の
名
物
。
そ
の
阿
波
の

名
を
も
つ
町
こ
そ
、
私
の
古
里

「
阿
波
町
」
で
す
。

　

阿
波
町
は
山
地
が
広
く
占
め
、

特
に
私
の
実
家
は
狭
い
山
道
を
ひ

た
す
ら
登
っ
た
先
に
あ
り
ま
し

た
。
朝
に
は
立
ち
昇
る
雲
海
を
見

下
ろ
せ
、
秋
は
赤
々
と
染
ま
る
紅

葉
、
冬
は
一
面
の
銀
世
界
と
自
然

と
景
観
の
素
晴
ら
し
い
所
で
す
。

　

そ
ん
な
環
境
も
あ
っ
て
か
、
山

の
生
活
が
印
象
強
く
思
い
出
に

残
っ
て
い
ま
す
。
な
に
よ
り
学
校

に
通
う
こ
と
が
大
変
で
、
ふ
も
と

ま
で
２
�
は
あ
る
道
の
り
を
徒
歩

で
下
山
し
、
そ
こ
か
ら
バ
ス
・
自

転
車
に
乗
っ
て
登
校
す
る
体
力
勝

負
の
毎
日
。
日
が
暮
れ
て
真
っ
暗

に
な
る
山
道
に 
怯 
え
た
こ
と
や
、

お
び

台
風
直
後
の
が
け
崩
れ
で
道
が
途

切
れ
、
け
も
の
道
を
突
き
進
ん
で

通
学
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
夏
は
台
風
、
冬
は
降
り
積

も
る
雪
で
学
校
に
行
け
ず
休
校
に

な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
学
校
が

好
き
な
私
で
し
た
が
、
荒
れ
た
天

気
の
時
ば
か
り
は
、
ワ
ク
ワ
ク
し

て
い
た
こ
と
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　

遊
び
に
し
て
も
自
然
と
友
達
が

集
っ
て
は
、
谷
川
で
釣
り
や
泳

ぎ
、
稲
を
刈
り
終
え
た
凸
凹
の
田

ん
ぼ
で
野
球
を
し
た
り
と
、
道
具

は
山
か
ら
調
達
し
釣
竿
か
ら
野
球

道
具
ま
で
、
な
ん
で
も
工
夫
し
て

作
り
遊
ん
だ
も
の
で
す
。
当
然
、

山
の
幸
も
豊
富
で
、
山
菜
、
シ
メ

ジ
、 
自  
然  
薯 
、
う
ま
く
い
け
ば
松

じ 

ね
ん 
じ
ょ

茸
と
、
庭
の
様
に
山
を
駆
け
回
り

遊
ん
だ
中
で
採
っ
て
き
た
食
材
が

よ
く
食
卓
に
並
ん
で
い
ま
し
た
。

　

古
里
を
離
れ
こ
ち
ら
の
生
活
の

方
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
特
産

の
す
だ
ち
の
味
付
け
や
、
刺
身
、

か
ら
揚
げ
、
饅
頭
、
果
物
な
ど
が

大
皿
に
豪
快
に
盛
り
付
け
ら
れ
た

 
皿
鉢 
料
理
が
懐
か
し
く
、
古
里
へ

さ
わ
ち

帰
る
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

�

■ふるさと一口メモ
徳島県北部の市。２００５年４月１日に吉
野町・土成町・市場町・阿波町が合併
して阿波市になる。北には阿讃山脈が
連なり、南には吉野川を望む自然豊か
なまち。
弘法大師（空海）ゆかりの札所、四国
八十八箇所の内、十楽寺、熊谷寺、法
輪寺、切幡寺の七番から十番札所があ
り、お遍路さんの巡礼コースとなって
いる。また、世界三大土柱の一つとし
て天然記念物に指定されている阿波の
土柱など、名所旧跡が点在する。
人口約４１，０００人

割
石
の
間
よ
り
水
音
式
部
の
実 

高　

野　

祝　

子

開
眼
の
毘
沙
門
天
が
睨
む
秋 

雨　

宮　

文　

枝

石
仏
に
枯
蟷
螂
の
す
が
り
け
り 

海　

後　
　
　

甫

紫
の
阿
武
隈
遠
く
冬
田
か
な 

大　

森　
　
　

滿

蔦
紅
葉
歌
仙
の
額
の
散
ら
し
書 

宇
佐
美　

和　

子

凛
と
し
て
杉
の
直
立
蔦
紅
葉 

飯　

島　

京　

子

は
し
ゃ
ぐ
児
を
追
ひ
か
け
て
撮
る
七
五
三 

筒　

井　

か
よ
子

落
葉
し
て
風
の
言
葉
の
つ
つ
抜
け
に 

浅　

野　

と
し
子

老
杉
の
抱
く
雫
や
秋
深
し 

草　

野　
　
　

豊

陶
園
の
土
間
の
で
こ
ぼ
こ
冬
陽
射
し 

藤　

岡　

み
ち
子

庭
手
入
れ
終
り
て
透
け
り
夕
茜 

袴　

塚　

和　

子

廃
屋
の
庭
に
ひ
っ
そ
り
烏
瓜 

溝　

井　

章　

恵

神
域
の
柚
子
鈴
な
り
の
恵
み
か
な 

益　

子　

春　

子

【俳　句】あせび句会　小橋末吉選

【短　歌】 白鳥 短歌会
くぐひ

差
し
入
れ
の
お
煮
染
め
の
味
ま
ろ
や
か
に
女
の
優
し
さ
噛
み
し
め
て
食
ぶ

 

井　

坂　

光　

位

木
の
葉
ひ
と
つ
散
り
て
動
か
ぬ
気
配
見
す
大
盤
石
の
ご
と
使
命
を
終
え
て

 

大　

森　
　
　

満

本
心
を
述
ぶ
る
は
難
く
追
伸
を
言
は
ん
が
た
め
の
文
を
書
き
ゐ
る 

加　

藤　
　
　

要

新
道
を
通
す
赤
杭
打
た
れ
ゆ
き
田
の
持
主
は
腕
組
み
て 
佇 
つ 

草　

野　
　
　

豊

た

全
盲
で
日
本
一
ま
で
の
ぼ
り
た
る
三
味
線
奏
者
の
夢
花
開
く 

中　

崎　

美
登
利

ビ
ル
の
谷
間
に
小
さ
く
住
み
て
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
は
蟻
の
ご
と
く
に 
犇 
め
く

ひ
し

 

中
井
川　

胤　

文

徳島県

阿波市

▲
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再生紙と大豆油インキを使用しています。 

　
水
戸
市
に
あ
る
生
命
保
険
会
社
に
勤
め

て
い
ま
す
。
営
業
を
担
当
し
て
２
年
目
に

な
り
ま
す
が
、
営
業
が
好
き
で
、
人
の
た

め
に
仕
事
が
し
た
い
と
い
う
思
い
を
胸
に
、

日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

　
担
当
は
法
人
関
係
、
そ
し
て
一
般
の
ご

家
庭
に
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
は
決
ま
っ
て
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に

話
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
、
心
が
和

む
ひ
と
と
き
に
出
会
え
ま
す
。 

　
ス
キ
ー
が
大
好
き
で
、
冬
は
休
み
の
た

び
に
雪
山
に
出
か
け
、
思
い
切
り
気
分
転

換
し
て
い
ま
す
。
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
で
も
イ

ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
や
ス
イ
ミ
ン
グ
な
ど

を
し
て
体
力
づ
く
り
を
欠
か
さ
ず
次
の
ス

キ
ー
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
て
い
る
ほ
ど
で
す
。 

　
今
は
楽
し
い
こ
と
も
つ
ら
い
こ
と
も
半

分
半
分
で
す
が
、
ど
ん
な
と
き
で
も
笑
顔

で
、
ま
た
、
だ
れ
に
対
し
て
も
優
し
く
、

謙
虚
な
気
持
ち
を
ず
っ
と
持
ち
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　スーツや紋付袴、色とりどりの
振袖姿などに身を包まれた大勢の
新成人を迎え、那珂市成人式が盛
大に開催されました。 
　式典は新成人が実行委員として企
画し、司会進行など運営全般を分担。

また、新成人の中学時代のスライド
写真の上映や、アトラクションの抽
選会が催されました。懐かしい旧友
とともに当時の写真や当選発表に大
きな歓声を上げ、今日の再会に多く
の写真をカメラに収めていました。 

●晴れて成人の仲間入り　平成20年那珂市成人式 

謙虚な気持ちを持ち続けたい 

本田真生さん 
菅谷　２５歳 

3737

瓜連小学校　３年　綿引海渡さん 

五台幼稚園 
おにざわあきとくん（６歳） 

おとうとに、コマをまわしてみせ
てあげたよ。「すごい」とほめて
もらってうれしかった！ 

おやすみのひに、いとことスノー
ボードにいきました。ジャンプす
るところがたのしかったです。 

菅谷保育所 
はないしんごくん（６歳） 

瓜連小学校　６年　横山大祐さん 瓜連小学校　４年　小林真穂さん 

印刷／いばらき印刷株式会社 




